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『
朱
子
語
類
』
巻 

第
一
百
二
十
五
「
老
氏[

莊
子
附]

」
訳
注(

一)

山
　
田
　
　
俊

緒
言

本
稿
は
、
『
朱
子
語
類
』
巻
第
一
百
二
十
五
「
老
氏
［
莊
列
附
］
」

の
訳
注
で
あ
る
。
『
朱
子
語
類
』
は
続
く
巻
一
百
二
十
六
で
「
釋

氏
」
を
論
じ
、
朱
熹
の
立
場
か
ら
す
る
異
端
へ
の
発
言
と
し
て
両
巻

は
内
容
上
相
互
に
出
入
す
る
部
分
が
少
な
く
な
い
が
、
特
に
巻

一
百
二
十
五
に
於
け
る
朱
熹
の
発
言
は
、
そ
の
後
の
道
家
思
想
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
点
で
注
目
さ
れ
る
。

既
に
、
巻
一
百
二
十
六
に
就
い
て
は
、
野
口
善
敬
氏
を
中
心
と

す
る
グ
ル
ー
プ
が
『
東
洋
古
典
學
研
究
』
に
訳
注
の
掲
載
を
開
始
し

て
お
ら
れ
る
。
本
訳
注
は
、
朱
子
学
を
専
門
と
し
な
い
者
の
作
成
し

た
も
の
で
あ
り
、
不
備
な
箇
所
も
多
々
有
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
忌

憚
な
き
御
批
正
を
請
う
次
第
で
あ
る
。
尚
、
訳
注
作
成
に
当
っ
て
は

訓
読
の
準
備
も
有
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
一
切
割
愛
し
た
。

《
訳
注
凡
例
》

●
本
訳
注
の
底
本
に
は
『
朱
子
語
類
』
（
理
学
叢
書
本
。
中
華
書

局
、19

8
6

年
）
を
用
い
た
。
校
勘
に
使
用
し
た
各
種
版
本
と
そ
の
略

称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
『
朝
鮮
古
寫
徽
州
本
朱
子
語
類
』
（
中
文
出
版
社
）
:
楠
本
本

・
『
朝
鮮
整
版
朱
子
語
類
』
（
中
文
出
版
社
）
:
朝
鮮
整
版

・
『
朱
子
語
類
』
（
正
中
書
局
本
）
:
正
中
書
局
本

・
『
朱
子
語
類
大
全
』
（
和
刻
本
。
中
文
出
版
社
）
:
和
刻
本

●
本
釈
注
で
頻
繁
に
引
用
す
る
文
献
と
そ
の
略
称
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
そ
の
外
は
随
時
提
示
し
た
。

・
『
朱
子
文
集
』
（
四
部
叢
刊
初
編
）
:
『
文
集
』

・
『
宋
元
學
案
』
（
中
華
書
局
排
印
、19

8
6

年
）
:
『
學
案
』

・
『
宋
元
學
案
補
遺
』
（
四
明
叢
書
）
:
『
補
遺
』

・『二
程
集
』（理
學
叢
書
。
中
華
書
局
、1981

年
）:
『二
程
集
』
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・
『
史
記
』
（
中
華
書
局
、19

8
2

年
）

・
楼
宇
烈
校
釈
『
王
弼
集
校
釈
』
所
収
『
老
子
道
徳
經
』
、
『
周
易
』

（
中
華
書
局
、19

8
0

年
）

・
王
先
謙
撰
『
莊
子
集
解
・
莊
子
集
解
内
篇
補
正
』
（
新
編
諸
子
集

成
。
中
華
書
局
、19

8
7

年
）

・
焦
循
撰
『
孟
子
正
義
』
（
新
編
諸
子
集
成
。
中
華
書
局
、19
9
1

年
）

●
本
訳
注
の
作
成
に
際
し
て
参
照
し
た
諸
論
著
と
そ
の
略
称
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

・
田
中
謙
二
著
『
朱
子
語
類
外
任
篇
訳
註
』
（
汲
古
書
院
、19

9
4

年
）
：
『
田
中
』

・
田
中
謙
二
『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
（
『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第

三
巻
所
収
。
汲
古
書
院
、
平
成1

3

年
）
:
『
師
事
』

・
三
浦
國
雄
『
（
中
国
文
明
選
）
朱
子
集
』
（
朝
日
新
聞
社
、19

7
6

年
。
後
に
補
訂
版
が
『
「
朱
子
語
類
」
抄
』
と
改
題
の
上
、
講
談
社

学
術
文
庫
所
収
、20

0
8

年
）
:
『
三
浦
語
類
』
（
講
談
社
学
術
文

庫
版
）
。

・
垣
内
景
子
、
恩
田
裕
正
『
「
朱
子
語
類
」
訳
注　

巻
一
～
三
』
（
汲

古
書
院
、
平
成1

9

年
）
:
『
朱
子
語
類
訳
注
巻
一
〜
三
』

●
語
彙
・
語
法
に
就
い
て
は
以
下
の
辞
書
及
び
論
述
を
参
照
し
た
。

・
龍
潜
庵
編
『
宋
元
語
言
詞
典
』
（
上
海
辞
書
出
版
社
、19

8
5

年
）

・
古
賀
英
彦
「
禅
語
録
を
読
む
た
め
の
基
本
語
彙
初
稿
」
（
『
禪
學

研
究
』
第6

4

號
、19

8
5

年
）
:
古
賀
「
初
稿
」

・
太
田
辰
夫
『
中
国
語
史
通
考
』
（
白
帝
社
、19

8
8

年
）

・
許
少
峰
編
『
近
代
漢
語
大
詞
典
』
（
中
華
書
局
、20

0
8

年
）

朱
子
語
類
卷
第
一
百
二
十
五

老
氏
［
莊
列
附

（
校
１
）

］

老
子

（
校
1
）
楠
本
本
は
「
老
子
［
莊
列
等
附
］
」
に
作
る
。
朝
鮮
整
版
、

和
刻
本
、
正
中
書
局
本
は
「
附
」
の
字
無
し
。

【
1
】

康
節

（
１
）

嘗
言
「
老
氏
得
易
之
體
、
孟
子
得
易
之
用
」（

２
）

、
非
也
。

老
子
自
有
老
子
之
體
用
、
孟
子
自
有
孟
子
之
體
用
。
「
將
欲
取

之
、
必
固
與
之

（
３
）

」
、
此
老
子
之
體
用
也
。
存
心
養
性
、
充
廣

（
校
１
）

其
四
端

（４
）

、
此
孟
子
之
體
用
也
。
［廣

（５
）

］

（
校
１
）
朝
鮮
整
版
は
「
擴
充
」
に
作
る
。
尚
、
注
（
４
）
『
孟
子
』
で
は

「
擴
而
充
之
」と
な
っ
て
い
る
。

〔
訳
〕

邵
康
節
は
嘗
て
「
老
子
は
『
易
』
の
体
を
理
解
し
て
お
り
、
孟
子

は
『
易
』
の
用
を
理
解
し
て
い
る
」
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ

る
。
老
子
に
は
自
ず
と
老
子
の
体
用
が
あ
り
、
孟
子
に
は
自
ず
と



熊 本 県 立 大 学 文 学 部 紀 要 　　第16巻　　　2010

孟
子
の
体
用
が
有
る
の
だ
。
「
も
し
そ
れ
を
奪
い
取
ろ
う
と
思
え

ば
、
暫
く
施
し
与
え
る
べ
き
だ
」
、
こ
れ
が
老
子
の
体
用
で
あ
る
。

本
心
を
大
切
に
維
持
し
本
性
を
養
い
、
四
端
を
育
て
立
派
に
さ
せ

る
、
こ
れ
が
孟
子
の
体
用
で
あ
る
。
（
輔
広
）

〔
注
〕

（
1
）
「
康
節
」:
邵
雍
（10

1
1

～1
0
7
7

）
、
字
は
堯
夫
、
謚
を
康
節
、

河
南
省
衡
章
の
人
。
北
宋
に
於
け
る
宋
学
の
先
駆
者
の
一

人
。
『
宋
史
』
巻
四
二
七
、
『
學
案
』
巻
九
（p.3
6
5

）
、
『
補
遺
』

巻
九
（9.7

1
b

）
。
『
宋
人
軼
事
彙
編
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
、

1
9
3
5

年
。p.4

1
9

）
。

（
2
）
「
老
氏
得
易
之
體
、
孟
子
得
易
之
用
」
:
『
皇
極
經
世
』
に

「
顯
諸
仁
、
藏
諸
用
、
孟
子
善
藏
其
用
乎
」
（
『
道
藏
』
本
、
邵

雍
『
皇
極
經
世
』12

下/
6
b
/
3

）
、
「
知
易
者
、
不
必
引
用
。
講

解
是
爲
知
易
。
孟
子
之
言
未
嘗
及
易
、
其
間
易
道
存
焉
。

但
人
見
之
者
鮮
耳
。
人
能
用
易
是
爲
知
易
。
如
孟
子
可
謂

善
用
易
者
也
」
（
『
同
』12

下/
1
3
a/

8

）
、
「
老
子
知
易
之
體
者

也
」
（
『
同
』12

下/
2
6
b
/
6

）
と
有
る
。
『
語
類
』
は
邵
雍
の
こ
の

発
言
に
度
々
言
及
し
、
「
今
之
道
家
、
只
是
馳
騖
於
外
、
安

識
所
謂
載
魄
守
一
、
能
勿
離
乎
。
康
節
云
、
老
子
得
易
之

體
、
孟
子
得
易
之
用
。
康
節
之
學
、
意
思
微
似
莊
老
」
（
『
語

類
』
巻
八
七
「
禮
四　

小
戴
禮　

祭
義
」p.2

2
5
9

）
、
「
康
節
甚

喜
張
子
房
、
以
爲
子
房
善
藏
其
用
。
以
老
子
爲
得
易
之
體
、

以
孟
子
爲
得
易
之
用
、
合
二
者
而
用
之
、
想
見
善
處
事
」

（
『
語
類
』
巻
百
「
邵
氏
之
書
」p.2

5
4
3

）
、
「
他
嘗
説
老
子
得
易

之
體
、
孟
子
得
易
之
用
。
體
用
自
分
、
作
兩
截
」
（
『
語
類
』
巻

百
「
邵
氏
之
書
」p.2

5
4
3

）
等
と
見
ら
れ
る
。

（
3
）
「
將
欲
取
之
、
必
固
與
之
」
:
「
將
欲
歙
之
、
必
固
張
之
。
將

欲
弱
之
、
必
固
強
之
。
將
欲
廢
之
、
必
固
興
之
。
將
欲
奪

之
、
必
固
與
之
、
是
謂
微
明
。
柔
弱
勝
剛
強
。
魚
不
可
脱
於

淵
、
國
之
利
器
、
不
可
以
示
人
」
（
『
老
子
』
第
三
十
六
章
）
。

（
4
）
「
充
廣
其
四
端
」
:
『
孟
子
』
に
「
孟
子
曰
、
盡
其
心
者
、
知
其

性
也
。
知
其
性
、
則
知
天
矣
。
存
其
心
、
養
其
性
、
所
以
事

天
也
。
殀
壽
不
貳
、
修
身
以
俟
之
、
所
以
立
命
也
」
（
『
孟
子
』

「
盡
心
上
」p.8

7
7

）
、
「
孟
子
曰
、
…
人
之
有
是
四
端
也
、
猶

其
有
四
體
也
。
有
是
四
端
、
而
自
謂
不
能
者
、
自
賊
者
也
。

謂
其
君
不
能
者
、
賊
其
君
者
也
。
凡
有
四
端
於
我
者
、
知
皆

擴
而
充
之
矣
、
若
火
之
始
然
、
泉
之
始
達
。
苟
能
充
之
、
足

以
保
四
海
、
苟
不
充
之
、
不
足
以
事
父
母
」
（
『
孟
子
』
「
公
孫

丑
上
」p.2

3
5

）と
有
る
。

（
5
）
「
廣
」
:
輔
廣
、
字
は
漢
卿
、
浙
江
省
崇
寧
の
人
。
『
學
案
』
巻

六
十
四
（p.2

0
5
3

）
、
『
補
遺
』
巻
六
十
四
（64

.1
a

）
。
尚
、
『
師

事
』
（p.2

7
2

）
、
『
三
浦
語
類
』
（p.3

6

）
。
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【
2
】

老
子
之
術

（
1
）

、
謙
冲
儉
嗇

（
校
1
） 

（
2
）

、
全

（
校
2
）

不
肯
役
精
神

（
3
）

。

［閎
祖

（4
）

］

（
校
1
）
楠
本
本
は
「　

沖　

嗇
」
と
「
謙
」
「
儉
」
の
二
字
を
欠
き
、

「
冲
」
を
「
沖
」
に
作
る
。
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
は
「
冲
」
を
「
沖
」
に

作
る
。　

（
校
2
）
楠
本
本
は
「
全
」
の
字
無
し
。

※　

楠
本
本
は
【
1
】と
【
3
】
の
順
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

〔
訳
〕

老
子
の
術

お
し
え

は
、
「
謙
・
冲
・
倹
・
嗇
」で
あ
り
、
精こ

こ

ろ神
を
全
く
働
か
せ

よ
う
と
し
な
い
も
の
だ
。
（
李
閎
祖
）

〔
注
〕

（
1
）
「
老
子
之
術
」
:
『
史
記
』
に
「
莊
子
者
、
蒙
人
也
。
…
故
其
著

書
十
餘
萬
言
、
大
抵
率
寓
言
也
。
作
漁
父
・
盗
跖
・
胠
篋
、
以

詆　

 

孔
子
之
徒
、
以
明
老
子
之
術
」
（
『
史
記
』
「
老
子
韓
非

列
傳
第
三
」p.2

1
4
3

）と
有
る
。

（
2
）
「
冲
」
:
『
老
子
』
に
「
道
沖
而
用
之
或
不
盈
、
淵
兮
似
萬
物

之
宗
」
（
『
老
子
』
第
四
章
）
、
「
大
成
和
若
缺
、
其
用
不
弊
。
大

盈
若
沖
、
其
用
不
窮
」
（
『
同
』
第
四
十
五
章
）と
有
る
。

「
儉
」
:
『
老
子
』
に
「
我
有
三
寶
、
持
而
保
之
。
一
曰
慈
、
二

曰
儉
、
三
曰
不
敢
爲
天
下
先
。
慈
、
故
能
勇
。
儉
、
故
能
廣
。

不
敢
爲
天
下
先
、
故
能
成
器
長
。
今
舎
慈
且
勇
、
舎
儉
且

廣
、
舎
後
且
先
、
死
矣
。
夫
慈
、
以
戰
則
勝
、
以
守
則
固
、
天

將
救
之
、
以
慈
衞
之
」
（
『
同
』
第
六
十
七
章
）と
有
る
。

「
嗇
」
:
『
老
子
』
に
「
治
人
事
天
莫
若
嗇
。
夫
唯
嗇
、
是
謂
早

服
。
早
服
謂
之
重
積
徳
。
重
積
徳
則
無
不
克
。
無
不
克
則

莫
知
其
極
、
莫
知
其
極
、
可
以
有
國
。
有
國
之
母
、
可
以
長

久
。
是
謂
深
根
固
柢
、
長
生
久
視
之
道
」
（
『
同
』
第
五
十
九

章
）
と
有
る
。
「
嗇
」
に
就
い
て
は
本
巻
【
37
】
、
【
46
】
～
【
48
】
の

各
條
を
参
照
。

「
謙
」
:
『
老
子
』
に
は
「
謙
」
の
字
は
見
ら
れ
な
い
が
、
王
弼

『
老
子
注
』
は
「
行
、
謂
行
陳
也
。
言
以
謙
退
哀
慈
、
不
敢
爲

物
先
」
（
六
十
九
章
）
、
「
清
靜
無
爲
謂
之
居
、
謙
後
不
盈
謂

之
生
」
（
七
十
二
章
）と
有
る
。

（
3
）
「
精
神
」
:
道
家
と
「
精
神
」
の
語
に
就
い
て
は
、
『
史
記
』
「
六

家
要
指
」
に
「
道
家
使
人
精
神
專
一
、
動
合
無
形
、
贍
足
萬

物
」
（
『
史
記
』
「
太
史
公
自
序
」p.3

2
8
9

）と
有
る
。

（
4
）
「
閎
祖
」
:
李
閎
祖
、
字
は
守
約
、
福
建
省
光
澤
の
人
。
『
學

案
』
巻
六
十
九
（p.2

2
9
4

）
、
『
補
遺
』
巻
六
十
九
（69.7

6
b

）
。

尚
、
『
師
事
』
（p.1

0
1

）
、
『
三
浦
語
類
』
（p.3

5
2

）
。
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【
3
】

老
子
之
術
、
須

（
1
）

自
家
占
得
十
分
穩
便

（
校
1
）
（
2
）

、
方
肯
做
。
才

有
一
毫

（
校
2
）

於
己
不
便

（
校
1
）

、
便

（
校
1
）

不
肯
做
。
［
閎
祖
］

（
校
1
）
「
便
」
、
朝
鮮
整
版
は
「 　

」
に
作
る
。　

（
校
2
）
「
毫
」
、
正

中
書
局
本
は
「
豪
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

老
子
の
術

お
し
え

は
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
充
分
に
安
定
し
て
都
合
が

好
い
場
合
で
な
け
れ
ば
行
お
う
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
で

も
自
分
に
と
っ
て
不
都
合
が
あ
れ
ば
、
行
お
う
と
は
し
な
い
の
だ
。

（
李
閎
祖
）

〔
注
〕

（
1
）
「
須
」
:
「
須
（
是
）
〜
始
得
」
（
す
べ
か
ら
く
〜
し
て
は
じ
め
て

よ
し
）
」
と
類
似
の
句
法
と
思
わ
れ
る
。
太
田
『
中
国
語
史
通

考
』
（p.2

2
0

）
、
古
賀
「
初
稿
」
（p.1

4
8

）
。

（
2
）
「
占
得
十
分
穩
便
」
:
「
占
得
穩
便
」
「
占
便
宜
」
「
得
便
宜
」

と
も
言
う
。
『
語
類
』
に
は
「
汎
愛
、
不
是
人
人
去
愛
他
。
如

羣
居
不
將
一
等
相
擾
害
底
事
去
聒
噪
他
、
及
自
占
便
宜
之

類
是
也
」
（
『
語
類
』
卷
二
一
「
論
語
三　

學
而
篇
中　

弟
子
入

則
孝
章
」p.4

9
9

）
等
と
頻
出
す
る
が
、
『
三
浦
語
類
』
は
「
甘

い
汁
を
吸
う
」
（p.4

1
5

）
と
訳
出
し
て
い
る
。
又
、
「
且
如
孟
之

反
不
伐
、
是
他
自
占
便
宜
處
、
便
如
老
子
所
謂
不
爲
天
下

先
底
意
思
」
（
『
語
類
』
卷
二
十
九
「
論
語
十
一
公
冶
長
下　

子
在
陳
章
」p.7

4
2

）
、
「
老
子
是
箇
占
便
宜
、
不
肯
擔
當
做

事
底
人
、
自
守
在
裏
、
看
你
外
面
天
翻
地
覆
、
都
不
管
、
此

豈
不
是
少
恩
」
（
『
語
録
』
巻
百
三
十
七
「
戰
國
漢
唐
諸
子
」

p.3
2
5
3

）
等
と
、
「
老
子
」
を
批
判
的
に
描
写
す
る
語
と
し
て

見
ら
れ
る
。
『
三
浦
語
類
』
（p.4

1
7

）
参
照
。
『
宋
元
語
言
詞

典
』
は
「
不
顧
別
人
利
害
、
只
求
利
己
」
と
訳
出
し
、
『
二
程

集
』
巻
十
二
「
陳
平
亦
不
是
推
讓
能
底
人
。
只
是
占
便
宜
、

令
周
勃
先
試
難
也
、
其
謀
勘
拙
」を
引
く
（p.2

3
1

）
。

尚
、
『
語
類
』
に
見
ら
れ
る
「
動
詞
＋
得
＋
目
的
語
」
の
解

釈
に
関
し
て
は
、
暫
時
、
劉
子
瑜
『
「
朱
子
語
類
」
述
補
結
構

研
究
』
（
商
務
印
書
館
、20

0
8

年
）
に
依
り
、
「
得
」
に
前
置
さ

れ
る
動
詞
を
「
取
義
動
詞
」
と
「
非
取
義
動
詞
」
に
二
分
し
、

前
者
の
場
合
は
「
得
」
に
獲
得
の
義
が
残
る
複
音
節
動
詞
と

し
、
後
者
の
場
合
は
「
得
」
が
「
達
成
」を
意
味
す
る
虚
字
と
化

し
て
い
る
と
し
て
解
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
4
】

老
子
之
學
、
大
抵
以
虚
靜
無
爲
、
冲
退
自
守
爲
事

（
1
）

。
故
其

爲
説
、
常
以
懦
弱
謙
下
爲
表
、
以
空
虚
不
毀
萬
物
爲
實

（
2
）

。
其

爲
治
、
雖
曰
「
我
無
爲
而
民
自
化
」（

3
）

、
然
不
化
者
則
亦
不
之
問

112(69)
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也
。
其
爲
道
毎
毎
如
此
、
非
特
「
載
營
魄
」（

4
）

一
章
之
指
爲
然
也
。

若
曰
「
旁
日
月
、
扶
宇
宙
、
揮
斥
八
極
、
神
氣
不
變
」（

5
）

者
、
是
乃

莊
生
之
荒
唐

（
6
）

、
其
曰
「
光
明
寂
照
、
無
所
不
通
、
不
動
道
場
、

徧
周
沙
界
」（

7
）

者
、
則
又
瞿
曇
之
幻
語

（
8
）

、
老
子
則
初
曷
嘗
有
是

哉
。
今
世
人
論
老
子
者
、
必
欲
合
二
家
之
似
而
一
之
、
以
爲
神
常

載
魄
而
無
所
不
之
、
則
是
莊
釋
之
所
談
、
而
非
老
子
之
意
矣

（
9
）

。

［
僴

（
10
）

］

※　

楠
本
本
は
こ
の
条
無
し
。

〔
訳
〕

老
子
の
学
問
は
、
大
体
「
虚
静
無
為
」
「
冲
退
自
守
」
を
そ
の
内

容
と
す
る
。
従
っ
て
、
そ
の
説
は
、
常
に
「
も
の
柔
ら
か
く
謙
る
こ
と

を
世
間
的
な
態
度
と
し
、
自
分
を
空
っ
ぽ
に
し
て
万
物
を
害
わ
な

い
こ
と
を
内
実
と
す
る
」と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
統
治
思
想
は
、

「
我
が
無
為
で
あ
れ
ば
民
は
自
ず
か
ら
教
化
さ
れ
る
」
と
言
っ
て
は

い
る
も
の
の
、
民
が
教
化
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
就
い
て
は
問
題
と

し
て
い
な
い
の
だ
。
老
子
の
「
道
」
と
い
う
も
の
は
い
つ
も
こ
の
様
な
も

の
で
あ
り
、
「
営
魄
を
載の

せ
」
の
一
章
の
内
容
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
「
日
月
と
並
び
、
宇
宙
を
小
脇
に
抱
え
、
四
方
八
方

を
駆
け
巡
り
な
が
ら
、
心
に
は
何
の
動
揺
も
な
い
」
と
は
、
荘
子
の

荒
唐
無
稽
な
説
で
あ
り
、
「
光
明
は
静
か
に
明
々
と
照
ら
し
、
あ
ら

ゆ
る
所
に
行
き
渡
り
、
道
と
一
体
と
な
っ
た
境
地
か
ら
離
れ
る
こ

と
な
く
し
て
、
現
実
世
界
に
遍
く
行
き
渡
る
」
と
は
、
仏
教
の
で
た

ら
め
な
説
で
あ
り
、
老
子
が
も
と
も
と
こ
の
様
な
（
万
物
に
積
極
的

に
働
き
か
け
る
）
事
を
言
っ
て
い
た
訳
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

今
の
人
々
が
老
子
を
論
じ
る
時
、
必
ず
荘
子
と
仏
教
の
類
似
点

を
合
わ
せ
て
（
老
子
と
）
一
緒
に
し
、
そ
れ
に
依
っ
て
「
『
神
』
が
常
に

『
魄
』
を
載
せ
て
至
る
所
に
行
く
の
だ
」
等
と
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
荘
子
や
仏
教
の
説
で
あ
っ
て
、
老
子
の
意
図
す
る
所

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
（
沈
僴
）

〔
注
〕

（
1
）
「
虚
」
「
靜
」
:
『
老
子
』
に
「
致
虚
極
、
守
靜
篤
。
萬
物
並
作
、

吾
以
觀
復
」
（
『
老
子
』
第
十
六
章
）
等
と
多
用
さ
れ
て
い
る

が
、
「
虚
靜
」
の
語
は
『
老
子
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
『
淮
南
子
』

「
精
神
訓
」
に
は
「
使
耳
目
精
明
玄
達
而
無
誘
慕
、
氣
志
虚
靜

恬
愉
而
省
嗜
慾
、
五
藏
定
寧
充
盈
而
不
泄
、
精
神
内
守
形

骸
而
不
外
越
、
則
望
於
往
世
之
前
、
而
視
於
來
事
之
後
、

猶
未
足
爲
也
、
豈
直
禍
福
之
間
哉
」
（
新
編
諸
子
集
成
『
淮

南
鴻
烈
集
解
』
「
巻
七
精
神
訓
」p.2

2
2

。
中
華
書
局
、19

8
9

年
）
と
有
る
。
尚
、
王
弼
は
第
十
六
章
注
で
「
以
虚
靜
觀
其
反

復
。
凡
有
起
於
虚
、
動
起
於
靜
。
故
萬
物
雖
並
動
作
、
卒
復

歸
於
虚
靜
。
是
物
之
極
篤
也
」
と
「
虚
靜
」
の
語
を
用
い
て
い

る
。
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「
無
爲
」
:
『
老
子
』
に
は
「
是
以
聖
人
處
無
爲
之
事
」

（
『
老
子
』
第
二
章
）
、
「
爲
無
爲
、
則
無
不
治
」
（
『
同
』

第
三
章
）
、
「
道
常
無
爲
而
無
不
爲
」
（
『
同
』
第
三
十
七

章
）
の
他
、
三
十
八
、
四
十
三
、
四
十
八
、
五
十
七
章
、

六
十
三
、
六
十
四
の
各
章
に
有
る
。

「
退
」
:
『
老
子
』
に
は
「
功
遂
身
退
、
天
之
道
」
（
『
同
』
九

章
）
、
「
明
道
若
昧
、
進
道
若
退
、
夷
道
若
纇
」
（
『
同
』
第

四
十
一
章
）
、
「
用
兵
有
言
、
吾
不
敢
爲
主
而
爲
客
、
不
敢
進

寸
而
退
尺
」
（
『
同
』
第
六
十
九
章
）と
有
る
。

「
守
」
:
『
老
子
』
に
は
「
多
言
數
窮
。
不
如
守
中
」
（
『
同
』
第

五
章
）
、
「
金
玉
滿
堂
、
莫
之
能
守
」
（
『
同
』
第
九
章
）
の
他
、

三
十
二
、
三
十
七
、
五
十
二
、
六
十
七
の
各
章
に
見
ら
れ

る
。

「
冲
」
:
【
2
】
注
（
2
）
を
参
照
。
尚
、
「
冲
退
」
の
語
は
、
『
春

秋
左
氏
傳
』
昭
公
五
年
「
謙
不
足
、
飛
不
翔
。
垂
不
峻
、
翼
不

廣
」
の
杜
預
注
に
「
謙
道
冲
退
、
故
飛
不
遠
翔
」
と
有
る
（
四

部
叢
刊
初
編
『
春
秋
經
傳
集
解
』
巻
二
十
一
）
。

（
2
）
「
常
以
懦
弱
謙
下
爲
表
、
以
空
虚
不
毀
萬
物
爲
實
」
：
直

接
的
に
は
「
以
本
爲
精
、
以
物
爲
粗
、
以
有
積
爲
不
足
、
澹

然
獨
與
神
明
居
。
古
之
道
術
有
在
於
是
者
。
關
尹
、
老
耼
、

聞
其
風
而
悦
之
。
建
之
以
常
無
有
、
主
之
以
太
一
、
以
濡

弱
謙
下
爲
表
、
以
空
虚
不
毀
萬
物
爲
實
」
（
『
莊
子
』
「
天
下
」

p.2
9
4

）
と
『
莊
子
』
に
見
ら
れ
る
も
の
に
基
づ
く
。
関
連
語
句

と
し
て
は
、
「
柔
弱
」
（
『
老
子
』
第
三
十
六
章
。
前
掲)

、
「
人
之

生
也
柔
弱
、
其
死
也
堅
強
」(

『
同
』
七
十
六
章
）
、
「
夫
兩
者

各
得
其
所
欲
、
大
者
宜
爲
下
」
（
『
同
』
第
六
十
一
章
）
、
「
江

海
所
以
能
爲
百
谷
王
者
、
以
其
善
下
之
」
（
『
同
』
第
六
十
六

章
）
、
「
虚
而
不
屈
、
動
而
愈
出
」
（
『
同
』
第
五
章
）
等
が
有

る
。

（
3
） 

「
我
無
爲
而
民
自
化
」
:
『
老
子
』
に
は
「
故
聖
人
云
、
我
無

爲
而
民
自
化
、
我
好
靜
而
民
自
正
、
我
無
事
而
民
自
富
、
我

無
欲
而
民
自
樸
」
（
『
老
子
』
第
五
十
七
章
）
と
有
る
。
尚
、
蘇

軾
「
蓋
公
堂
記
」
、
「
上
清
儲
祥
宮
碑
」
等
は
「
民
の
自
定
」
を

「
貴
清
淨
而
民
自
定
」
と
積
極
的
に
評
価
し
、
一
方
の
王
安

石
「
答
王
深
甫
書
」
は
「
物
」
が
「
自
正
」
す
る
の
に
任
せ
る
在

り
方
は
正
し
く
な
い
と
批
判
し
て
い
る
な
ど
、
北
宋
に
於
け
る

議
論
を
踏
ま
え
た
朱
熹
の
発
言
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
） 

「
載
營
魄
」
:
『
老
子
』
に
「
載
營
魄
抱
一
、
能
無
離
乎
。
專

氣
致
柔
、
能
嬰
兒
乎
。
滌
除
玄
覧
、
能
無
疵
乎
。
愛
民
治

國
、
能
無
知
乎
。
天
門
開
闔
、
能
無
雌
乎
。
明
白
四
達
、
能

無
爲
乎
。
生
之
、
畜
之
、
生
而
不
有
、
爲
而
不
恃
、
長
而
不

宰
。
是
謂
玄
徳
」
（
『
老
子
』
第
十
章
）
と
有
る
。
尚
、
【
34
】
條

110(71)
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を
参
照
。

（
5
） 

「
旁
日
月
〜
神
氣
不
變
」:

『
莊
子
』
に
「
予
嘗
爲
女
妄
言
之
。

女
亦
以
妄
聽
之
、
奚
。
旁
日
月
、
挾
宇
宙
、
爲
其
脗
合
、
置

其
滑
湣
、
以
隸
相
尊
。
衆
人
役
役
、
聖
人
愚
芚
、
參
萬
歳
而

一
成
純
。
萬
物
盡
然
、
而
以
是
相
蘊
」
（
『
莊
子
』
「
齊
物
論
」

p.2
4

）
、
「
夫
至
人
者
、
上
闚
青
天
、
下
濳
黄
泉
、
揮
斥
八
極
、

神
氣
不
變
」
（
『
同
』
「
田
子
方
」p.1

8
2

）と
有
る
。

（
6
）
「
莊
生
之
荒
唐
」
:
『
莊
子
』
に
「
莊
周
聞
其
風
而
悦
之
。
以

謬
悠
之
説
、
荒
唐
之
言
、
無
端
岸
之
辭
、
時
恣
縱
而
不
儻
、

不
以
觭
見
之
也
」
（
『
莊
子
』
「
天
下
篇
」p.2

9
5

）と
有
る
。

（
7
） 

「
光
明
寂
照
〜
徧
周
沙
界
」
:
『
語
類
』
に
「
唐
張
拙
詩
云
、

光
明
寂
照
徧
河
沙
、
凡
聖
含
靈
共
我
家
、
云
云
」
（
『
語
類
』

巻
一
二
六
「
釋
氏
」p.3
0
2
2

）
と
見
ら
れ
る
様
に
、
唐
・
張
拙

の
偈
に
「
光
明
寂
照
徧
河
沙
、
凡
聖
含
靈
共
我
家
。
一
念
不

生
全
體
現
、
六
根
纔
動
被
雲
遮
。
斷
除
煩
惱
重
増
病
、
趣

向
眞
如
亦
是
邪
。
隨
順
世
縁
無
罣
礙
、
涅
槃
生
死
等
空
花
」

（
中
國
佛
教
典
籍
選
刊
『
五
燈
會
元
』
巻
六
「
青
原
下
五
世　

石
霜
諸
禪
師
法
嗣　

張
拙
秀
才
」p.3

1
6

。
中
華
書
局
、19

8
4

年
）と
有
る
。

（
8
）
「
瞿
曇
」
:
本
来
は
釈
迦
の
姓
だ
が
、
こ
こ
で
は
仏
教
を
指

す
。

（
9
）
「
載
營
魄
」
:
朱
熹
は
「
王
弼
解
載
作
處
、
魄
作
所
居
、
言
常

處
於
所
居
也
、
更
是
胡
説
。
據
潁
濱
解
老
子
、
全
不
曉
得
老

子
大
意
。
他
解
神
載
魄
而
行
、
便
是
箇
剛
強
外
擧
底
意
思
。

老
子
之
意
正
不
如
此
、
只
是
要
柔
伏
退
歩
耳
。
觀
他
這
一

章
盡
説
柔
底
意
思
、
云
、
載
營
魄
、
抱
一
、
能
無
離
乎
。
專

氣
致
柔
、
能
嬰
兒
乎
。
天
門
開
闔
、
能
爲
雌
乎
。
老
子
一
書

意
思
都
是
如
此
」
（
『
語
類
』
巻
一
三
七
「
戰
國
漢
唐
諸
子
」

p.3
2
6
6

）
、
或
い
は
「
但
爲
之
説
者
、
不
能
深
考
。
如
河
上
公

之
言
老
子
、
以
營
爲
魂
、
則
固
非
字
義
、
而
又
并
言
人
載
魂

魄
之
上
以
得
生
、
當
愛
養
之
、
則
又
失
其
文
意
。
獨
其
載
字

之
義
粗
爲
得
之
、
然
不
足
以
補
其
所
失
之
多
也
。
若
王
輔

嗣
以
載
爲
處
、
以
營
魄
爲
人
所
常
居
之
處
、
則
亦
河
上
之

意
。
至
於
近
世
、
而
蘇
子
由
、
王
元
澤
之
説
出
焉
、
則
此
二

人
者
、
平
生
之
論
如
水
火
之
不
同
、
而
於
此
義
皆
以
魂
爲

神
、
以
魄
爲
物
、
而
欲
使
神
常
載
魄
以
行
、
不
欲
使
神
爲

魄
之
所
載
。
（
朱
熹
『
楚
辭
集
注
』
所
収
「
楚
辭
辯
證　

遠
遊
」

p.2
1
0

。
上
海
古
籍
出
版
社
・
安
徽
教
育
出
版
社
、20

0
1

年
）

と
述
べ
、
諸
注
に
同
様
の
批
判
を
加
え
て
い
る
。
こ
こ
で
批
判

さ
れ
て
い
る
注
に
就
い
て
は
、
「
聖
人
性
定
而
神
凝
、
不
爲
物

遷
、
雖
以
魄
爲
舎
、
而
神
所
欲
行
、
魄
無
不
從
、
則
神
常
載

魄
矣
」
（
『
道
徳
眞
經
註
』1/

1
0
a/

9

蘇
轍
注
）
、
「
魄
陰
物
形
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之
主
也
。
神
之
爲
物
、
廣
大
通
達
而
不
自
了
者
。
神
常
載
於

魄
、
故
神
反
拘
於
形
體
。
此
廣
者
所
以
通
、
狹
者
所
以
滯

也
。
欲
學
此
道
者
、
當
先
廊
其
志
氣
、
勿
累
於
形
體
、
使
神

常
載
魄
而
不
載
於
魄
、
則
可
以
抱
一
而
體
神
矣
」
（
『
道
徳

眞
經
集
註
』2/

8
b
/
9

王
雱
注
）
と
有
る
。
尚
、
【
34
】
條
を
参

照
。

（
10
）
「
僴
」
:
沈
僴
、
字
は
仲
莊
、
浙
江
省
永
嘉
の
人
。
『
學
案
』
巻

六
十
九
（p.2

2
8
8

）
、
『
補
遺
』
巻
六
十
九
（69.5
9
a

）
。
尚
、
『
師

事
』
（p.1

5
7

）
、
『
三
浦
語
類
』
（p.3

4

）
。

【
5
】

伯
豐

（
1
）

問
、
「
程
子
曰
『
老
子
之
言
竊
弄
闔
闢
』（

2
）

者
、
何
也
」
。

曰
、
「
如
『
將
欲
取
之
、
必
固
與
之
』（

3
）

之
類
、
是
它
亦
窺
得
些
道

理
、
將
來
竊
弄
。
如
所
謂
『
代
大
匠
斲
則
傷
手

（
4
）

』
者
、
謂
如
人
之

惡
者
、
不
必
自
去
治
它
、
自
有
別
人
與
它
理
會
。
只
是
占
便

（校
1
）

宜
（5
）

、

不
肯
自
犯
手
做
」
。　

曰
、
「
此
正
推
惡
離
己
」
。
曰
、
「
固
是
。
如
子

房
（
6
）

爲
韓
報
秦
、
攛
掇

（
7
）

高
祖
入
關
、
及
項
羽
殺
韓
王
成
、
又
使

高
祖
平
項
羽
、
兩
次
報
仇
皆
不
自
做
。
後
來
定
太
子
事
、
它
亦
自

處
閑

（校
2
）

地
、
又
只
教
四
老
人

（8
）

出
來
定
之
」。
［　 

］（9
）

※　

楠
本
本
は
こ
の
条
無
し
。

※
『
三
浦
語
類
』(p.4

1
4
)

（
校
1
）
「
便
」
、
朝
鮮
整
版
は
「　 

」
に
作
る
。　

（
校
2
）
「
閑
」
、
朝

鮮
整
版
は
「
間
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

呉
伯
豊
の
質
問
「
程
子
が
『
老
子
の
言
葉
は
造
化
の
か
ら
く
り
を

盗
ん
で
弄
ん
で
い
る
』
と
言
っ
た
の
は
何
故
で
し
ょ
う
」
。
朱
子
「
『
も

し
そ
れ
を
奪
い
取
ろ
う
と
思
え
ば
、
暫
く
施
し
与
え
る
べ
き
だ
』
な

ど
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
老
子
も
や
は
り
道
理
を
の
ぞ
き
見
る
こ
と

が
出
来
た
上
で
、
そ
れ
を
盗
ん
で
弄
ん
で
い
る
の
だ
。
『
大
工
の
名

人
に
代
わ
っ
て
木
を
削
れ
ば
、
自
分
の
手
を
傷
付
け
る
』
と
言
っ
て

い
る
の
は
、
悪
い
奴
は
自
ら
は
関
与
せ
ず
、
別
の
人
に
対
処
さ
せ
る

と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
自
分
は
た
だ
甘
い
汁
を
吸
う
だ
け

で
、
決
し
て
自
か
ら
手
を
下
そ
う
と
は
し
な
い
の
だ
」
。
黄 　

「
そ
れ

は
悪
を
自
分
か
ら
遠
ざ
け
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
」
。
朱
子

「
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
。
張
子
房
が
韓
の
た
め
に
秦
に
報
復
し
よ
う

と
し
て
、
高
祖
を
そ
そ
の
か
し
て
嶢
関
に
入
ら
せ
、
項
羽
が
韓
王
成

を
殺
す
と
、
ま
た
高
祖
に
項
羽
を
滅
ぼ
さ
せ
、
こ
う
し
て
、
二
度
も

仇
を
討
っ
た
な
ど
は
、
ど
ち
ら
の
場
合
に
も
、
自
分
で
手
を
下
そ
う

と
は
し
な
か
っ
た
。
後
に
皇
太
子
を
誰
に
す
る
か
と
い
う
問
題
が
持

ち
上
が
る
と
、
彼
は
ま
た
自
分
は
気
楽
な
所
に
居
て
、
や
は
り
四

人
の
老
人
を
登
場
さ
せ
て
決
め
た
の
だ
」
。
（
黄 　

）

〔
注
〕

108(73)
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（
1
）
「
伯
豐
」
:
呉
必
大
、
字
は
伯
豊
、
湖
北
省
興
国
軍
の

人
。
『
學
案
』
巻
六
十
九
（p.2

3
1
8

）
、
『
補
遺
』
巻
六
十
九

（69.1
3
1
b

）
。
尚
、
『
師
事
』
（p.1

0
9

）
、
『
三
浦
語
類
』
（p.5

5

）
。

（
2
）
「
程
子
曰
」
:
「
老
子
之
言
、
竊
弄
闔
闢
者
也
（
程
明
道
）
」

（
『
二
程
集
』
巻
十
一
、p.1

2
1

）
。
「
闔
闢
」
の
語
は
「
是
故
闔
戸

謂
之
坤
。
闢
戸
謂
之
乾
。
一
闔
一
闢
謂
之
變
。
往
來
不
窮
、

謂
之
通
」
（
『
周
易
』
巻
七
「
繫
辭
上
」p.5

5
2

）
、
「
天
門
開
闔
、

能
無
雌
乎
」
（
『
老
子
』
第
十
章
）
等
と
有
る
。

（
3
）
「
將
欲
取
之
、
必
固
與
之
」
：
【
1
】
條
注
（
3
）を
参
照
。
尚
、

程
伊
川
は
『
老
子
』
三
十
六
章
を
踏
ま
え
「
老
氏
之
學
、
更
挾

些
權
詐
。
若
言
與
之
乃
意
在
取
之
、
張
之
乃
意
在
翕
之
。
又

大
意
在
愚
其
民
而
自
智
。
然
則
秦
之
愚
黔
首
、
其
術
蓋
亦

出
於
此
」
（
『
二
程
集
』
巻
十
五
、p.1

5
2

）と
述
べ
て
い
る
。

（
4
）
「
代
大
匠
斲
則
傷
手
」
:
『
老
子
』
に
「
民
不
畏
死
、
奈
何
以

死
懼
之
。
若
使
民
常
畏
死
、
而
爲
奇
者
吾
得
執
而
殺
之
、
孰

敢
。
常
有
司
殺
者
殺
、
夫
代
司
殺
者
殺
、
是
謂
代
大
匠
斲
。

夫
代
大
匠
斲
者
、
希
有
不
傷
其
手
矣
」
（
『
老
子
』
第
七
十
四

章
）と
有
る
。

（
5
）
「
占
便
宜
」
:
【
3
】
條
注
（
2
）を
参
照
。

（
6
）
「
子
房
」
:
漢
の
張
良
。
【
7
】
條
注
（
7
）
を
参
照
。
尚
、
張
子

房
が
自
ら
手
を
下
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
就
い
て
は
、
『
史
記
』
に

「
漢
六
年
正
月
、
封
功
臣
。
良
未
嘗
有
戰
鬭
功
、
高
帝
曰
、

運
籌
策
帷
帳
中
、
決
勝
千
里
外
、
子
房
功
也
。
自
擇
齊
三
萬

戸
」
（
『
史
記
』
巻
五
十
五
「
留
侯
世
家
第
二
十
五
」p.2

0
4
2

）

と
見
ら
れ
、
『
語
類
』
も
「
因
論
康
節
之
學
、
曰
、
似
老
子
。
只

是
自
要
尋
箇
寛
間
快
活
處
、
人
皆
害
它
不
得
。
後
來
張
子

房
亦
是
如
此
。
方
衆
人
紛
拏
擾
擾
時
、
它
自
在
背
處
」
（
『
語

類
』
巻
百
「
邵
子
之
書
」p.2

5
4
4

）と
述
べ
る
。

（
7
）
「
攛
掇
」
:
「
そ
そ
の
か
す
」
。
『
語
類
』
に
は
、
「
聖
人
做
出
這

一
件
物
事
來
、
使
學
者
聞
之
、
自
然
懽
喜
、
情
願
上
這
一
條

路
去
、
四
方
八
面
攛
掇
他
去
這
路
上
行
」
（
『
語
類
』
卷
三
五

「
論
語
十
七　

泰
伯
篇
」
「
興
於
詩
章
」p.9

3
1

）
等
と
有
る
。

尚
、
『
近
代
漢
語
詞
典
』は
「
催
促
、
緊
逼
」と
す
る
（p.3

1
9

）
。

（
8
）
「
四
老
人
」
:
「
東
園
公
、
綺
里
季
、
夏
黄
公
、
甪
里
先
生
」

の
「
四
皓
」
を
指
す
。
『
史
記
』
に
は
「
呂
澤
彊
要
曰
、
爲
我
畫

計
。
留
侯
曰
、
此
難
以
口
舌
爭
也
。
顧
上
有
不
能
致
者
、
天

下
有
四
人
。
四
人
者
年
老
矣
、
皆
以
爲
上
慢
侮
人
、
故
逃

匿
山
中
、
義
不
爲
漢
臣
。
然
上
高
此
四
人
。
今
公
誠
能
無

愛
金
玉
璧
帛
、
令
太
子
爲
書
、
卑
辭
安
車
、
因
使
辯
士
固

請
、
宜
來
。
來
、
以
爲
客
、
時
時
從
入
朝
、
令
上
見
之
、
則

必
異
而
問
之
。
問
之
、
上
知
此
四
人
賢
、
則
一
助
也
。
…
漢

十
二
年
、
上
從
撃
破
布
軍
歸
。
疾
益
甚
、
愈
欲
易
太
子
。
留
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侯
諌
、
不
聽
、
因
疾
不
視
事
。
叔
孫
太
傅
稱
説
引
古
今
、
以

死
爭
太
子
。
上
詳
許
之
、
猶
欲
易
之
。
及
燕
、
置
席
、
太
子

侍
。
四
人
從
太
子
。
年
皆
八
十
有
餘
、
鬚
眉
晧
白
、
衣
冠
甚

偉
。
上
怪
之
、
問
曰
、
彼
何
爲
者
。
四
人
前
對
、
各
言
名
姓
、

曰
、
東
園
公
、
角
里
先
生
、
綺
里
季
、
夏
黄
公
。
上
乃
大
驚
、

曰
、
吾
求
公
數
歳
、
公
辟
逃
我
、
今
公
何
自
從
吾
兒
游
乎
。

四
人
皆
曰
、
陛
下
輕
士
善
號
、
臣
等
義
不
受
辱
、
故
恐
而
亡

匿
。
竊
聞
太
子
爲
人
仁
孝
、
恭
敬
愛
士
、
天
下
莫
不
延
頸
欲

爲
太
子
死
者
、
故
臣
等
來
耳
。
上
曰
、
煩
公
幸
卒
調
護
太

子
。
四
人
爲
壽
已
畢
、
趨
去
。
上
目
送
之
、
召
戚
夫
人
指
示

四
人
者
曰
、
我
欲
易
之
、
彼
四
人
輔
之
。
羽
翼
已
成
、
難
動

矣
。
呂
后
眞
而
主
矣
」
（
『
史
記
』
巻
五
十
五
「
留
侯
世
家
第

二
十
五
」p.2

0
4
5

）と
有
る
。

（
9
）
「　 

」
:
黄　

 

、
字
は
子
耕
、
江
西
省
分
寧
の
人
。
北
宋
の

詩
人
・
黄
山
谷
の
従
孫
。
『
宋
史
』
巻
四
二
三
、
『
學
案
』
巻

六
十
九
（p.2

2
7
6

）
、
『
補
遺
』
巻
六
十
九
（69.4

0
b

）
。
尚
、
『
師

事
』
（p.1

0
9

）
、
『
三
浦
語
類
』
（p.3

6
0

）
。

【
6
】

老
子
不
犯
手
、
張
子
房
其
學
也
。
陶
淵
明
亦
只
是
老
莊

（
1
）

。

※　

楠
本
本
は
こ
の
条
無
し
。

〔
訳
〕

老
子
は
自
ら
手
を
下
そ
う
と
は
し
な
い
、
張
子
房
は
そ
の
学
派

で
あ
る
。
陶
淵
明
の
思
想
も
老
荘
の
思
想
に
過
ぎ
な
い
。

〔
注
〕

（
1
）
「
陶
淵
明
」
:
『
語
類
』
に
「
淵
明
所
説
莊
老
、
然
辭
却
簡
古
。

堯
夫
辭
極
卑
、
道
理
却
密
」
（
『
語
録
』
巻
一
三
六
「
歴
代
三
」

p
.3

2
4
3

）と
有
る
。

【
7
】

問
、
「
楊
氏
愛
身
、
其
學
亦
淺
近
、
而
擧
世
宗

（
校
１
）

尚
之

（
１
）

、
何

也
」
。
曰
、
「
其
學
也
不
淺
近
、
自
有
好
處
、
便

（
校
２
）

是
老
子
之
學
。

今
觀
老
子
書
、
自
有
許
多
説
話
、
人
如
何
不
愛
。
其
學
也
要
出
來

治
天
下
、
清
虚

（
２
）

無
爲
、
所
謂
『
因
者
君
之
綱
』（

3
）

、
事
事
只
是
因

而
爲
之
。
如
漢
文
帝
・
曹
參

（
4
）

、
便

（
校
2
）

是
用
老
氏
之
效
、
然
又
只

用
得
老
子
皮
膚
、
凡
事
只
是
包
容
因
循

（
5
）

將
去
。
老
氏
之
學
最

忍
、
它
閑

（
校
3
）

時
似
箇
虚
無
卑
弱
底
人
、
莫
教
緊
要
處
發
出
來
、

更
（
校
4
）

教
你
枝

（
校
5
）

梧
不
住

（
6
）

、
如
張
子
房
是
也
。
子
房
皆
老
氏

之
學
。
如
嶢
關
之
戰
、
與
秦
將
連
和
了
、
忽
乘
其
懈
撃
之

（
7
）

。
鴻

溝
之
約
、
與
項
羽
講
和

（
校
6
）

了
、
忽
囘

（
校
7
）

軍
殺
之

（
8
）

、
這
箇
便

（
校

2
）

是
他
柔
弱

（
9
）

之
發
處
。
可
畏
、
可
畏
。
它
計

（
校
8
）

策
不
須
多
、
只

消
（
10
）

兩
三

（
校
9
）

次
如
此
、
高
祖
之
業
成
矣
」
。
［
僴
］

106(75)
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（
校
1
）
「
宗
」
、
朝
鮮
整
版
、
正
中
書
局
本
は
「
崇
」
に
作
る
。

（
校
2
）
「　 

」
、
朝
鮮
整
版
は
「
浩
」
に
作
る
。　

（
校
3
）
「
閑
」
、
朝

鮮
整
版
は
「
間
」
に
作
る
。　

（
校
4
）
「
更
」
、
朝
鮮
整
版
は
「　 

」

に
作
る
。　

（
校
5
）
「
枝
」
、
朝
鮮
整
版
、
正
中
書
局
本
、
和
刻

本
は
「
支
」
に
作
る
。　

（
校
6
）
「
和
」
、
朝
鮮
整
版
、
正
中
書
局

本
、
和
刻
本
は
「
解
」
に
作
る
。　

（
校
7
）
「
囘
」
、
朝
鮮
整
版
、
正

中
書
局
本
、
和
刻
本
は
「
回
」
に
作
る
。　

（
校
8
）
「
計
」
、
朝
鮮

整
版
は
「謀
」に
作
り
、
正
中
書
局
本
は
「詩
」に
作
る
。　

（校
9
）

「兩
三
」、
朝
鮮
整
版
、
正
中
書
局
本
は
「三
兩
」に
作
る
。

※　

楠
本
本
は
こ
の
条
無
し
。

〔
訳
〕

質
問
「
楊
朱
は
自
分
自
身
を
愛
し
、
そ
の
学
問
も
浅
く
皮
相
的

な
も
の
で
あ
っ
た
の
に
、
世
間
が
こ
れ
を
尊
ん
だ
の
は
、
何
故
な
の
で

し
ょ
う
か
」
。
朱
子
「
楊
朱
の
学
問
も
浅
く
な
く
良
い
点
も
自
ず
と

あ
る
の
だ
。
そ
れ
が
老
子
の
学
問
の
部
分
な
の
だ
。
今
、
老
子
の
書

を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
多
く
の
話
が
有
る
の
だ
か
ら
、
人
々
が
そ
れ

を
好
ま
な
い
は
ず
が
無
い
で
は
な
い
か
。
そ
の
学
問
は
又
、
積
極
的

に
天
下
を
治
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
”

清
虚
無
為

“
の

思
想
は
、
所
謂
『
（
自
然
に
）
因

し
た
が

う
こ
と
が
人
君
の
大
綱
で
あ
る
』
と

言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
事
柄
を
自
然
に
順
っ
て

行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
漢
文
帝
、
曹
参
な
ど
は
、
老
子
の
目

に
見
え
て
明
ら
か
な
教
え
を
用
い
て
い
る
が
、
し
か
し
、
単
に
老
子

の
思
想
の
表
面
的
な
部
分
の
み
を
用
い
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
何
事
に

於
い
て
も
、
た
だ
包
み
込
ん
だ
上
で
成
り
行
き
に
任
せ
よ
う
と
し
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
。
老
子
の
学
は
”

忍
“
を
最
大
の
特
色
と
し
、
そ
の

教
え
は
、
何
事
も
無
い
時
は
一
人
の
か
ら
っ
ぽ
で
弱
々
し
い
人
の
様

で
、
い
ざ
と
言
う
時
に
も
自
ら
腰
を
上
げ
よ
う
と
は
せ
ず
、
そ
の
た

め
誰
も
抵
抗
出
来
な
い
の
だ
。
張
子
房
の
如
き
が
こ
れ
で
あ
る
。
張

子
房
の
思
想
は
全
く
老
子
の
学
問
で
あ
る
。
嶢
関
の
戦
い
で
は
秦

将
と
連
合
し
た
が
、
突
然
そ
の
油
断
に
乗
じ
て
攻
撃
し
た
。
鴻
溝
の

約
で
は
、
項
羽
と
講
和
を
結
ん
だ
が
、
突
如
軍
隊
を
戻
し
て
そ
れ

を
殺
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
老
子
の
”

柔
弱

“
の
思
想
が
発
揮
さ
れ
た

場
合
な
の
で
あ
る
。
恐
る
べ
し
、
恐
る
べ
し
。
彼
の
策
略
は
回
数
を
多

く
必
要
と
は
し
な
い
。
二
、
三
度
こ
の
様
に
し
た
だ
け
で
、
高
祖
は

そ
の
偉
業
を
達
成
し
た
の
だ
」
。
（
沈
僴
）

〔
注
〕

（
1
）
「
楊
氏
愛
身
〜
而
擧
世
宗
尚
之
」
:
『
孟
子
』
に
「
世
衰
道

微
、
邪
説
暴
行
有
作
、
臣
弑
其
君
者
有
之
、
子
弑
其
父
者

有
之
、
孔
子
懼
、
作
春
秋
。
春
秋
、
天
子
之
事
也
。
是
故
孔

子
曰
、
知
我
其
惟
春
秋
乎
、
罪
我
者
其
惟
春
秋
乎
。
聖
王
不

作
、
諸
侯
放
恣
、
處
士
横
議
、
楊
朱
墨
翟
之
言
盈
天
下
、
天

下
之
言
不
歸
楊
、
則
歸
墨
。
楊
氏
爲
我
、
是
無
君
也
。
墨
氏
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兼
愛
、
是
無
父
也
。
無
父
無
君
、
是
禽
獸
也
。
公
明
儀
曰
、

庖
有
肥
肉
、
廏
有
肥
馬
、
民
有
飢
色
、
野
有
餓
莩
、
此
率
獸

而
食
人
也
。
揚
墨
之
道
不
息
、
孔
子
之
道
不
著
、
是
邪
説

誣
民
、
充
塞
仁
義
也
。
仁
義
充
塞
、
則
率
獸
食
人
、
人
將

相
食
。
吾
爲
此
懼
、
閑
先
聖
之
道
、
距
楊
墨
、
放
淫
辭
、
邪

説
者
不
得
作
。
作
於
其
心
、
害
於
其
事
、
作
於
其
事
、
害
於

其
政
。
聖
人
復
起
、
不
易
吾
言
矣
。
昔
者
禹
抑
洪
水
而
天

下
平
、
周
公
兼
夷
狄
驅
猛
獸
而
百
姓
寧
、
孔
子
成
春
秋
而

亂
臣
賊
子
懼
。
詩
云
、
戎
狄
是
膺
、
荊
舒
是
懲
、
則
莫
我
敢

承
。
無
父
無
君
、
是
周
公
所
膺
也
。
我
亦
欲
正
人
心
、
息
邪

説
、
距
詖
行
、
放
淫
辭
、
以
承
三
聖
者
、
豈
好
辯
哉
。
予
不

得
已
也
。
能
言
距
楊
墨
者
、
聖
人
之
徒
也
」
（
『
孟
子
』
「
滕
文

公
下
」p.4

5
2

）と
有
る
。

（
2
）
「
清
虚
」
:
「
故
有
道
之
主
、
滅
想
去
意
、
清
虚
以
待
、
不
伐

之
言
、
不
奪
之
事
、
循
名
責
實
、
使
有
司
、
任
而
弗
詔
、
責

而
弗
教
、
以
不
知
爲
道
、
以
柰
何
爲
寶
」
（
『
淮
南
鴻
烈
集

解
』
「
巻
九
主
術
訓
」p.3

0
1

）
。

（
3
）
「
因
者
君
之
綱
」
:
司
馬
談
「
六
家
要
指
」
に
「
道
家
無
爲
、

又
曰
、
無
不
爲
。
其
實
易
行
、
其
辭
難
知
。
其
術
以
虚
無
爲

本
、
以
因
循
爲
用
。
無
成
埶
、
無
常
形
、
故
能
究
萬
物
之

情
。
不
爲
物
先
、
不
爲
物
後
、
故
能
爲
萬
物
主
。
有
法
無

法
、
因
時
爲
業
、
有
度
無
度
、
因
物
與
合
。
故
曰
、
聖
人
不

朽
、
時
變
是
守
。
虚
者
道
之
常
也
、
因
者
君
之
綱
也
」
（
『
史

記
』
巻
一
三
〇
「
太
史
公
自
序
第
七
十
」p.3

2
9
2

）
と
有
る
。

尚
、
【
49
】
條
を
参
照
。

（
4
）
「
漢
文
帝
・
曹
參
」
:
『
語
類
』
は
「
漢
文
帝
資
質
較
好
、
然

皆
老
氏
術
也
」
（
『
語
類
』
巻
一
三
六
「
歴
代
三
」p.3

2
4
7

）
、

「
子
房
深
於
老
子
之
學
。
曹
參
學
之
、
有
體
而
無
用
」
（
『
語

類
』
巻
一
二
〇
「
朱
子
十
七　

訓
門
人
八
」p.2

9
1
3

）
等
と
述

べ
、
又
『
文
集
』
も
「
愚
謂
、
善
學
老
子
者
、
如
漢
文
景
、
曹

參
、
則
亦
不
至
亂
天
下
。
如
蘇
氏
之
説
則
亂
天
下
也
必
矣
」

（
『
文
集
』
巻
七
十
二
「
雜
著　

蘇
黄
門
老
子
解
」
）
と
述
べ
る
。

『
史
記
』
に
は
「
孝
惠
帝
元
年
、
…
天
下
初
定
、
悼
惠
王
富
於

春
秋
、
參
盡
召
長
老
諸
生
、
問
所
以
安
集
百
姓
、
如
齊
故
俗

諸
儒
以
百
數
、
言
人
人
殊
、
參
未
知
所
定
。
聞
膠
西
有
蓋

公
、
善
治
黄
老
言
、
使
人
厚
幣
請
之
。
既
見
蓋
公
、
蓋
公
爲

言
治
道
貴
清
靜
而
民
自
定
、
推
此
類
具
言
之
。
參
於
是
避

正
堂
、
舎
蓋
公
焉
。
其
治
要
用
黄
老
術
、
故
相
齊
九
年
、
齊

國
安
集
、
大
稱
賢
相
。
…
太
史
公
曰
、
…
參
爲
漢
相
國
、
清

靜
極
言
合
道
。
然
百
姓
離
秦
之
酷
後
、
參
與
休
息
無
爲
、
故

天
下
倶
稱
其
美
矣
」
（
『
史
記
』
卷
五
十
四
「
曹
相
國
世
家
第

二
十
四
」p.2

0
2
8

）
と
有
る
。
尚
、
「
曹
參
」
が
「
只
用
得
老
子

104(77)
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皮
膚
」
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
は
、
例
え
ば
、
北
宋
の
呂
惠 　

 

「
道
徳
眞
經
傳
表
」
に
「
曹
參
師
蓋
公
而
相
齊
國
、
孝
文
傳

之
河
上
而
爲
漢
宗
。
僅
得
淺
膚
、
猶
幾
康
阜
」(

「
道
徳
眞
經

傳
表
」1b

/
3
)

と
既
に
見
ら
れ
る
。

（
5
）
「
因
循
」
:
本
條
注
（
3
）
を
参
照
。
尚
、
北
宋
・
司
馬
光
『
法

言
』
注
は
「
黄
老
之
道
貴
因
循
」
と
す
る
（
新
編
諸
子
集
成

『
法
言
義
疏
』
「
問
道
巻
第
四
」
、
「
或
問
、
道
有
因
無
因
乎
。

曰
、
可
則
因
、
否
則
革
」
注p

.1
2
5

。
中
華
書
局
、19

8
7

年
）
。

（
6
）
「
枝
梧
」
:
「
支
梧
」
「
支
吾
」
「
支
捂
」
と
も
表
記
し
、
「
言
い
逃

れ
を
す
る
／
抵
抗
す
る
」
の
意
味
。
こ
こ
は
後
者
。
『
語
類
』
に

は
、
「
曰
、
蹶
趨
多
遇
於
猝
然
不
可
支
吾
之
際
、
所
以
易
動

得
心
」
（
『
語
類
』
巻
五
十
二
「
孟
子　

二
」p.1

2
4
0

）
、
「
曰
、
是

氣
先
歉
、
故
臨
事
不
能
支
吾
」 

（
『
語
類
』
巻
五
十
二
「
孟
子

　

二
」p.1

2
4
7

）
等
と
有
る
。
尚
、
『
近
代
漢
語
詞
典
』
は
「
支

撑
、
撑
持
」
（
支
吾
）
、
「
竭
力
維
持
、
支
撑
」
（
枝
梧
）
と
す
る

（
何
れ
もp.2

3
8
9

）
。

（
7
）
「
嶢
關
之
戰
〜
忽
乘
其
懈
撃
之
」
:
『
史
記
』
に
「
沛
公
之
從

雒
陽
南
出
轘
轅
、
良
引
兵
從
沛
公
、
下
韓
十
餘
城
、
撃
破
楊

熊
軍
。
沛
公
乃
令
韓
王
成
留
守
陽
翟
、
與
良
倶
南
、
攻
下

宛
、
西
入
武
關
。
沛
公
欲
以
兵
二
萬
人
撃
秦
嶢
下
軍
、
良
説

曰
、
秦
兵
尚
彊
、
未
可
輕
。
臣
聞
、
其
將
屠
者
子
、
賈
豎
易

動
以
利
。
願
沛
公
且
留
壁
、
使
人
先
行
、
爲
五
萬
人
具
食
、

益
爲
張
旗
幟
諸
山
上
、
爲
疑
兵
、
令
酈
食
其
持
重
寶
啗
秦

將
。
秦
將
果
畔
、
欲
連
和
倶
西
襲
咸
陽
。
沛
公
欲
聽
之
。
良

曰
、
此
獨
其
將
欲
叛
耳
、
恐
士
卒
不
從
。
不
從
必
危
、
不
如

因
其
解
撃
之
。
沛
公
乃
引
兵
撃
秦
軍
、
大
破
之
。
逐
北
至
藍

田
、
再
戰
、
秦
兵
竟
敗
。
遂
至
咸
陽
、
秦
王
子
嬰
降
沛
公
」

（
『
史
記
』
巻
五
十
五
「
留
侯
世
家
第
二
十
五
」p.2

0
3
7

）
、
「
是

時
、
漢
兵
盛
食
多
、
項
王
兵
罷
食
絶
。
漢
遣
陸
賈
説
項
王
、

請
太
公
、
項
王
弗
聽
。
漢
王
復
使
侯
公
往
説
項
王
、
項
王
乃

與
漢
約
、
中
分
天
下
、
割
鴻
溝
以
西
者
爲
漢
、
鴻
溝
而
東
者

爲
楚
。
項
王
許
之
、
即
歸
漢
王
父
母
妻
子
。
軍
皆
呼
萬
歳
。

…
項
王
已
約
、
乃
引
兵
解
而
東
歸
。
漢
欲
西
歸
、
張
良
、
陳

平
説
曰
、
漢
有
天
下
太
半
、
而
諸
侯
皆
附
之
。
楚
兵
罷
食

盡
、
此
天
亡
楚
之
時
也
、
不
如
因
其
機
而
遂
取
之
。
今
釋

弗
撃
、
此
所
謂
養
虎
自
遺
患
也
。
漢
王
聽
之
。
漢
五
年
、
漢

王
乃
追
項
王
至
陽
夏
南
、
止
軍
、
與
淮
陰
侯
韓
信
、
建
成
侯

彭
越
期
會
而
撃
楚
軍
」
（
『
史
記
』
巻
七
「
項
羽
本
紀
第
七
」

p.3
3
0

）
と
有
る
。
尚
、
『
語
類
』
は
た
び
た
び
張
子
房
に
言
及

し
て
い
る
が
、
宋
人
が
張
子
房
を
好
ん
だ
こ
と
に
就
い
て
は
、

川
勝
義
雄
著
『
中
国
文
明
選
第
十
二
卷　

史
学
論
集
』
（
朝

日
新
聞
社
、
昭
和
48
年
）
が
指
摘
し
（p.2

8
8

）
、
『
三
浦
語
類
』
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も
言
及
し
て
い
る
（p.5

3

）
。
又
、
南
宋
・
范
應
元
『
老
子
道
徳

經
古
本
集
註
』
（
『
續
古
逸
叢
書
』
所
収
）
は
第
九
章
「
功
成
名

遂
身
退
、
天
之
道
」
の
箇
所
で
、
「
老
子
之
言
、
萬
世
龜
鑑
。

如
子
房
者
、
乃
合
天
之
道
也
」と
述
べ
て
い
る
。

（
8
）
「
鴻
溝
之
約
〜
囘
軍
殺
之
」
:
『
史
記
』
に
「
項
王
、
范
増
疑

沛
公
之
有
天
下
、
業
已
講
解
、
又
惡
負
約
」
（
『
史
記
』
「
項
羽

本
紀
第
七
」p.3

1
6

）
と
有
る
の
に
依
れ
ば
、
こ
こ
は
（
校
6
）
に

依
り
「
講
解
」
に
改
め
る
の
が
妥
当
か
。

（
9
）
「
柔
弱
」
:
『
老
子
』
第
三
十
六
章
。
【
1
】
條
注
（
3
）
を
参

照
。

（
10
）
「
消
」
:
「
須
」
と
同
じ
で
、
「
不
消
」
で
「
～
す
る
必
要
は
な
い

／
～
す
る
に
及
ば
な
い
」
の
意
。
『
宋
元
語
言
詞
典
』
は
「
不

消
」を
「
無
須
、
不
必
」
（p.1

3
4

）と
す
る
。
尚
、
『
朱
子
語
類
訳

注
巻
一
〜
三
』
【
13
】
條
注
（
1
）を
参
照
（p.1

9
）
。

【
8
】

問
、
「
楊
朱
似
老
子

（
1
）

、
頃
見
先
生
如
此
説
。
看
來
楊
朱
較
放

退
（
2
）

、
老
子
反
要
以
此
治
國
、
以
此
取
天
下
」
。
曰
、
「
大
概

（
3
） 

（
校
1
）

氣
象

（
4
）

相
似
。
如
云
『
致
虚
極
、
守
靜
篤
』（

5
）

之
類
、
老
子
初

間
亦
只
是
要
放
退
、
未
要
放
出
那
無
状

（
6
）

來
。
及
至
反
一
反
、
方

説
『
以
無
事
取
天
下
』（

7
）

、
如
云
『
反
者
道
之
動
、
弱
者
道
之
用
』

（
8
）

之
類
」
。
［
僴
］

（
校
1
）
「
概
」
、
朝
鮮
整
版
、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
は
「
槩
」
に
作

る
。

※　

楠
本
本
は
こ
の
条
無
し
。

〔
訳
〕

質
問
、
「
楊
朱
の
説
は
老
子
に
似
て
い
る
と
、
先
頃
、
先
生
が
こ

の
様
に
説
か
れ
た
の
を
拝
見
し
ま
し
た
。
私
が
見
た
と
こ
ろ
、
楊
朱

の
説
は
（
直
面
し
て
い
る
事
柄
か
ら
）
退
こ
う
と
す
る
傾
向
が
有
り

ま
す
が
、
老
子
は
む
し
ろ
そ
の
教
え
で
国
を
治
め
天
下
を
取
ろ
う

と
し
て
い
る
様
で
す
」
。
朱
子
「
お
お
よ
そ
の
具
体
的
様
子
は
、
両
者

は
相
似
て
い
る
の
だ
。
『
ど
こ
ま
で
も
虚
を
極
め
、
静
け
さ
を
深
く

守
る
』
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
老
子
も
最
初
は
や
は
り
た
だ
ひ
た
す

ら
退
く
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
何
も
し
な
い
と
い
う

在
り
方
を
手
放
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
だ
。
”

反
る

“
と
い
う
発

想
に
至
っ
て
、
初
め
て
『
何
事
も
し
な
い
で
天
下
を
取
る
』
と
説
き
、

『
も
と
に
返
る
の
が
道
の
動
き
で
あ
り
、
弱
々
し
い
の
が
道
の
働
き

で
あ
る
』
等
と
言
う
様
に
な
っ
た
の
だ
」
。　

（
沈
僴
）

〔
注
〕

（
1
） 

「
楊
朱
」
:
【
7
】
條
注
（
1
）
『
孟
子
』
「
滕
文
公
下
」を
参
照
。

『
語
類
』
に
は
「
問
、
集
注
何
以
言
佛
而
不
言
老
。
曰
、
老
便

只
是
楊
氏
。
人
嘗
以
孟
子
當
時
只
闢
楊
墨
、
不
闢
老
、
不
知
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闢
楊
便
是
闢
老
。
如
後
世
有
隱
遯
長
往
而
不
來
者
、
皆
是

老
之
流
。
他
本
不
是
學
老
、
只
是
自
執
所
見
、
與
此
相
似
」

（
『
語
類
』
卷
二
十
四
「
論
語
六　

爲
政
篇
下　

攻
乎
異
端
章
」

p.5
8
7

）
、
「
楊
朱
乃
老
子
弟
子
、
其
學
專
爲
己
」
（
『
語
類
』
卷

六
十
「
孟
子
十　

盡
心
上　

楊
子
取
爲
我
章
」p.1

4
4
7

）
、
「
孟

子
不
闢
老
莊
而
闢
楊
墨
、
楊
墨
即
老
莊
子
也
」
（
『
語
類
』
巻

一
二
六
「
釋
氏
」p.3

0
0
7

）
、
「
楊
朱
即
老
子
弟
子
。
人
言
孟
子

不
闢
老
氏
、
不
知
但
闢
楊
墨
、
則
老
莊
在
其
中
矣
」
（
『
同
』

p
.3

0
0
7

）
等
、
楊
朱
と
老
子
の
思
想
の
一
致
が
多
く
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
尚
、
こ
の
議
論
も
、
例
え
ば
、
蘇
轍
「
私
試
進

士
策
問
二
十
八
首
」
に
「
楊
朱
、
浮
屠
之
害
無
異
於
老
子
」

（
『
蘇
轍
集
』p.3

6
3

。
中
華
書
局
、19

9
0

年
）
と
見
ら
れ
る
様

に
、
北
宋
に
於
け
る
議
論
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
「
放
退
」
:
「
退
く
、
背
を
向
け
る
」
の
意
に
解
し
た
。
『
語
類
』

に
は
「
及
到
灘
脊
急
流
之
中
、
舟
人
來
這
上
一
篙
、
不
可
放

緩
。
直
須
着
力
撑
上
、
不
一
歩
不
緊
。
放
退
一
歩
、
則
此

船
不
得
上
矣
」
（
『
語
類
』
巻
八
「
学
二　

總
論
爲
學
之
方
」

p.1
3
7

）
の
様
に
文
字
通
り
「
一
歩
退
く
」こ
と
を
意
味
す
る
も

の
や
、
「
此
與
對
葉
公
之
語
略
相
似
、
都
是
放
退
一
歩
説
」

（
『
同
』
巻
四
十
四
「
論
語
二
十
六　

憲
問
篇　

莫
我
知
也
夫

章
」p.1

1
3
8

）
の
様
に
「
譲
歩
す
る
」
を
意
味
す
る
用
例
も
見

ら
れ
る
。
張
子
房
と
の
関
わ
り
で
は
、
「
後
來
事
業
則
都
是

黄
老
了
、
凡
事
放
退
一
歩
」
（
『
同
』
巻
一
三
五
「
歴
代
二
」

p.3
2
2
2

）と
有
る
。

（
3
）
「
大
概
」
:
「
お
お
よ
そ
」
の
意
。
「
人
之
先
祖
、
則
大
概
以
理

爲
主
、
而
亦
兼
以
氣
魄
言
之
」
（
『
語
類
』
巻
三
「
鬼
神
」p.4

6

）

等
と
有
る
。
『
近
代
漢
語
大
詞
典
』
は
「
大
体
情
形
、
概
括

地
」と
す
る
（p.3

6
9

）
。

（
4
）
「
氣
象
」
:
「
目
に
見
え
る
具
体
的
様
」
の
意
で
解
し
た
。
「
氣

象
」
に
就
い
て
は
、
垣
内
景
子
『
「
心
」
と
「
理
」
を
め
ぐ
る
朱
熹

思
想
構
造
の
研
究
』
「
第
三
章
第
一
節　

朱
熹
門
人
・
黄
榦
―

「
気
象
」
と
「
工
夫
」
―
」
（
汲
古
書
院
、
平
成
17
年
）
、
『
三
浦

語
類
』
（p.2

1
6
,p.5

2
4

）を
参
照
。

（
5
）
「
致
虚
極
、
守
靜
篤
」
:
『
老
子
』
に
「
致
虚
極
、
守
靜
篤
、
萬

物
並
作
、
吾
以
觀
復
。
夫
物
芸
芸
、
各
復
歸
其
根
。
歸
根
曰

靜
、
是
謂
復
命
。
復
命
曰
常
、
知
常
曰
明
、
不
知
常
、
妄
作
、

凶
」
（
『
老
子
』
第
十
六
章
）と
有
る
。

（
6
）
「
無
状
」
:
『
老
子
』
に
「
其
上
不
皦
、
其
下
不
昧
、
繩
繩
不
可

名
、
復
歸
於
無
物
。
是
謂
無
状
之
状
、
無
物
之
象
、
是
謂
惚

恍
」
（
『
老
子
』
第
十
四
章
）と
有
る
。

（
7
）
「
以
無
事
取
天
下
」
:
『
老
子
』
に
「
以
正
治
國
、
以
奇
用
兵
、

以
無
事
取
天
下
。
吾
何
以
知
其
然
也
哉
。
以
此
」
（
『
老
子
』
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第
五
十
七
章
）と
有
る
。

（
8
）
「
反
者
道
之
動
、
弱
者
道
之
用
」
:
『
老
子
』
に
「
反
者
、
道

之
動
。
弱
者
、
道
之
用
。
天
下
萬
物
生
於
有
、
有
生
於
無
」

（
『
老
子
』
第
四
十
章
）と
有
る
。

【
9
】

楊
朱
之
學
出
於
老
子

（
1
）

、
蓋
是
楊
朱
曾
就
老
子
學
來
、
故
莊

列
之
書
皆
説
楊
朱

（
2
）

。
孟
子
闢
楊
朱
、
便

（
校
1
）

是
闢
莊
老
了
。
釋

氏
有
一
種
低
底
、
如
梁
武
帝
是
得
其
低
底

（
3
）

。
彼
初
入
中
國
、
也

未
在

（
4
）

。
後
來
到
中
國
、
却
竊
取
老
莊
之
徒
許
多
説
話
、
見
得
儘

高
（
5
）

、
新
唐
書
李
蔚
贊

（
校
2
）

説
得
好

（
6
）

。
［
南
升

（
7
）

］

（
校
1
）
「
便
」
、
朝
鮮
整
版
は
「　 

」
に
作
る
。　

（
校
2
）
「
李
蔚

贊
」
、
朝
鮮
整
版
、
和
刻
本
、
正
中
書
局
本
は
「
贊
［
李
蔚
］
」
に

作
る
。

※　

楠
本
本
は
こ
の
条
無
し
。

〔
訳
〕

楊
朱
の
学
問
は
老
子
か
ら
生
れ
た
も
の
だ
。
思
う
に
、
楊
朱
は

か
つ
て
老
子
に
就
い
て
学
ん
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
、
だ
か
ら
、
荘
子
・

列
子
の
書
が
全
て
楊
朱
に
説
き
及
ん
で
い
る
の
だ
。
孟
子
は
楊
朱

を
退
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
即
ち
荘
子
・
老
子
を
退
け
て
い
る
の
に

他
な
ら
な
い
。
仏
教
に
は
次
元
の
低
い
部
分
が
有
り
、
梁
の
武
帝
な

ど
は
そ
の
低
い
部
分
を
学
ん
だ
の
だ
。
仏
教
が
初
め
て
中
国
に
入
っ

て
来
た
ば
か
り
の
時
は
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
。
後
に
中
国

に
行
き
渡
る
こ
と
で
、
老
荘
の
徒
の
多
く
の
話
を
盗
み
取
り
、
見
識

が
極
め
て
高
く
な
っ
た
の
だ
。
『
新
唐
書
』
「
李
蔚
傳
」
の
「
贊
」
が
こ
の

点
を
善
く
説
い
て
い
る
。
（鄭
升
南
）

〔
注
〕

（
1
）
「
楊
朱
之
學
出
於
老
子
」
:
【
7
】
條
を
参
照
。

（
2
）
「
莊
列
之
書
皆
説
楊
朱
」
:
『
莊
子
』
「駢
拇
」
「
法
篋
」
「
天
地
」

「
徐
無
鬼
」
の
各
篇
が
「
楊
墨
」
に
言
及
し
、
『
列
子
』
に
は
「
楊

朱
第
七
」
が
有
り
、
「
黄
帝
第
二
」
、
「
湯
問
第
五
」
、
「
楊
朱
第

七
」
「
説
符
第
八
」
の
各
篇
が
墨
翟
に
言
及
し
て
い
る
。

（
3
）
「
梁
武
帝
是
得
其
低
底
」
:
『
語
類
』
に
は
「
如
東
晋
之
尚
清

談
、
此
便
是
楊
氏
之
學
。
楊
氏
即
老
荘
之
道
、
少
間
百
事
廢

弛
、
遂
啓
夷
狄
亂
華
、
其
禍
豈
不
慘
於
洪
水
猛
獸
之
害
。

又
如
梁
武
帝
事
佛
、
至
於
社
稷
丘
墟
、
亦
其
驗
也
」
（
『
語

類
』
卷
五
十
五
「
孟
子
五　

滕
文
公
下　

公
都
子
問
好
辯
章
」

p.1
3
2
0

）
。
「
佛
氏
之
學
亦
出
於
楊
氏
。
其
初
如
不
愛
身
以

濟
衆
生
之
説
、
雖
近
於
墨
氏
、
然
此
説
最
淺
近
、
未
是
他
深

處
。
後
來
是
達
磨
過
來
、
初
見
梁
武
、
武
帝
不
曉
其
説
、
只

從
事
於
因
果
、
遂
去
面
壁
九
年
。
只
説
人
心
至
善
、
即
此
便

是
、
不
用
辛
苦
修
行
。
又
有
人
取
莊
老
之
説
從
而
附
益
之
、
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添
月
益
、
皆
是
中
華
文
士
相
助
撰
集
」
（
『
語
類
』
巻
一
二
六

「
釋
氏
」p.3

0
1
0

）と
述
べ
る
。

（
6
）
「
新
唐
書
李
蔚
贊
」
:
「
贊
曰
、
人
之
惑
怪
神
也
、
甚
哉
。
若

佛
者
、
特
西
域
一
槁
人
耳
。
裸
顛
露
足
、
以
乞
食
自
資
、
癯

辱
其
身
、
屏
營
山
樊
、
行
一
概
之
苦
、
本
無
求
于
人
、
徒
屬

稍
稍
從
之
。
然
其
言
荒
茫
漫
靡
、
夷
幻
變
現
、
善
推
不
驗
無

實
之
事
、
以
鬼
神
死
生
貫
爲
一
條
、
據
之
不
疑
。
掊
嗜
欲
、

棄
親
屬
、
大
抵
與
黄
老
相
出
入
。
至
漢
十
四
葉
、
書
入
中

國
。
蹟
夫
生
人
之
情
、
以
耳
目
不
際
爲
奇
、
以
不
可
知
爲

神
、
以
物
理
之
外
爲
畏
、
以
變
化
無
方
爲
聖
、
以
生
而
死
、

死
復
生
、
回
復
償
報
、
歆
豔
其
間
爲
或
然
、
以
賤
近
貴
遠

爲
憙
。
鞮
譯
差
殊
、
不
可
研
詰
。
華
人
之
譎
誕
者
、
又
攘
莊

周
、
列
禦
寇
之
説
佐
其
高
、
層
累
架
騰
、
直
出
其
表
、
以
無

上
不
可
加
爲
勝
、
妄
相
夸
脅
而
倡
其
風
。
於
是
、
自
天
子
逮

庶
人
、
皆
震
動
而
祠
奉
之
」
（
『
新
唐
書
』
巻
百
八
十
一
「
李

蔚
傳
」p.5

3
5
5

。
中
華
書
局
、19

8
6

年
）
。
と
有
る
。

（
7
）
「
南
升
」
:
鄭
南
升
、
字
は
文
振
、
広
東
省
潮
陽
の
人
。
『
補

遺
』
巻
六
十
九
（69.1

6
7
b

）
。
尚
、
『
師
事
』
（p.9

1

）
。

【
10
】

人
皆
言
孟
子
不
排
老
子
、
老
子
便

（校
1
）

是
楊
氏
。
［可
學

（校
2
）

］ 

（1
）

所
以
其
説
愈
精
妙
、
然
只
是
不
是
耳
」
（
『
語
類
』
巻
一
二
六

「
釋
氏
」p.3

0
0
7

）と
有
る
。

（
4
） 

「
也
未
在
」
:
「
ま
だ
ま
だ
不
十
分
」
の
意
。
文
末
に
置
か
れ

る
「
也
未
在
」
の
例
は
『
語
類
』
に
は
他
に
見
ら
れ
な
い
が
、
「
未

在
」
は
、
「
召
公
不
悦
、
這
意
思
曉
不
得
。
若
論
事
了
、
儘
未

在
」
（
『
語
類
』
巻
七
十
九
「
尚
書
二　

君
奭
」p.2

0
5
9

）
、
「
問
、

欲
求
大
本
以
總
括
天
下
萬
事
。
曰
、
江
西
便
有
這
箇
議
論
。

須
是
窮
得
理
多
。
然
後
有
貫
通
處
。
今
理
會
得
一
分
、
便

得
一
分
受
用
。
理
會
得
二
分
、
便
得
二
分
受
用
。
若
一
以

貫
之
、
儘
未
在
」
（
『
同
』
巻
一
一
五
「
訓
門
人
三
」p.2

7
8
4

）

と
有
る
。
古
賀
「
初
稿
」
が
「
い
ま
だ
し
！
ま
だ
だ
。
ま
だ
不

十
分
だ
。
『
在
』
は
句
末
に
あ
っ
て
断
言
的
口
調
を
表
す
助

辞
」
（p.1

6
7

）
と
指
摘
し
て
い
る
様
に
、
禅
の
語
録
に
多
出
す

る
。
「
若
要
透
見
也
未
在
」
（
『
碧
巌
録
』
巻
六
。T4

8,1
8
6
c

）
、

「
曰
、
終
不
敢
孤
負
和
尚
。
師
曰
、
也
未
在
」
（
『
景
徳
傳
燈

録
』
巻
二
一
「
建
州
白
雲
智
作
眞
寂
禅
師
」
。T5

1,3
7
8
c

）
、

「
師
曰
、
直
至
千
歳
也
未
在
」
（
『
五
燈
會
元
』
巻
四
「
揚
州
光

孝
院
慧
覺
禪
師
」
、p.2

4
4

）
等
。
尚
、
禅
文
献
に
於
け
る
「
也

未
在
」
の
用
例
は
野
口
善
敬
氏
の
教
授
に
よ
る
。

（
5
）
「
竊
取
老
莊
之
徒
許
多
説
話
、
見
得
儘
高
」
：
『
語
類
』
は

「
釋
氏
書
其
初
只
有
四
十
二
章
經
、
所
言
甚
鄙
俚
。
後
來
日
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博
士
追
悼
中
國
學
論
集
』
所
収
。
株
式
会
社
二
玄
社
、19

8
6

年
）
に
解
説
が
見
ら
れ
る
。

〔
訳
〕

質
問
「
老
子
と
郷
原
は
如
何
で
す
か
」
。
朱
子
「
老
子
は
社
会
倫

理
の
外
に
お
り
、
名
声
を
好
ま
ず
、
物
欲
に
捉
わ
れ
ず
、
出
世
も

好
ま
な
い
が
、
倫
理
を
害
し
て
い
る
の
だ
。
郷
原
は
人
倫
の
内
に
い

る
が
、
単
に
見
識
の
無
い
好
い
人
に
過
ぎ
な
い
」
。
（
陳
淳
。
黄
義
剛

が
記
録
し
た
一
条
は
、
『
論
語
』
に
関
す
る
箇
所
に
見
ら
れ
る
）
。

〔
注
〕

（
1
）
「
郷
原
」
:
『
論
語
』
に
「
子
曰
、
郷
原
、
徳
之
賊
也
」
（
新
編
諸

子
集
成
『
論
語
集
解
』
「
陽
貨
下
」p.1

2
1
9

。
中
華
書
局
、19

9
0

年
）
と
有
り
、
又
、
『
孟
子
』
に
「
孔
子
曰
、
過
我
門
而
不
入

我
室
、
我
不
憾
焉
者
、
其
惟
郷
原
乎
。
郷
原
、
徳
之
賊
也
。

曰
、
何
如
斯
可
謂
之
郷
原
矣
。
曰
、
何
以
是
嘐
嘐
也
。
言
不

顧
行
、
行
不
顧
言
、
則
曰
古
之
人
、
古
之
人
、
行
何
爲
踽
踽

涼
涼
、
生
斯
世
也
、
爲
斯
世
也
善
、
斯
可
矣
。
閹
然
媚
於
世

也
者
、
是
郷
原
也
。
萬
子
曰
、
一
郷
皆
稱
原
人
焉
、
無
所
往

而
不
爲
原
人
。
孔
子
以
爲
徳
之
賊
、
何
哉
。
曰
、
非
之
無
舉

也
、
刺
之
無
刺
也
、
同
乎
流
俗
、
合
乎
汚
世
、
居
之
似
忠

信
、
行
之
似
廉
潔
、
衆
皆
悦
之
、
自
以
爲
是
、
而
不
可
與
入

堯
舜
之
道
、
故
曰
徳
之
賊
也
。
孔
子
曰
、
惡
似
而
非
者
。
惡

（
校
1
）
「
便
」
、
朝
鮮
整
版
は
「　 

」
に
作
る
。　

（
校
2
）
「
可
學
」
、

底
本
は
無
し
。
朝
鮮
整
版
、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
に
依
り
補

う
。

※　

楠
本
本
は
こ
の
条
無
し
。

〔
訳
〕

人
々
は
皆
、
孟
子
は
老
子
を
退
け
て
は
い
な
い
と
言
う
が
、
老
子

の
教
え
は
楊
朱
の
教
え
と
同
じ
な
の
だ
。
（鄭
可
学
）

〔
注
〕

（
1
）
「
可
學
」
:
鄭
可
学
、
字
は
子
上
、
号
は
持
斎
。
福
建
省
莆
田

の
人
。
『
學
案
』
巻
六
十
九
（p.2

3
0
0

）
、
『
補
遺
』
巻
六
十
九

（69.9
8
a

）
。
尚
、
『
師
事
』
（p.8

3
）
、
『
三
浦
語
類
』
（p.8

4

）
。

【
11
】

問
、
「
老
子
與
郷
原

（
1
）

如
何
」
。
曰
、
「
老
子
是
出
人
理
之
外
、

不
好
聲
、
不
好
色

（
2
）

、
又
不
做
官
、
然
害
倫
理

（
3
）

。
郷
原
猶
在
人

倫
中
、
只
是
箇

（
校
1
）

無
見
識

（
校
2
）

底
好
人
」
。
［
淳

（
4
）

。
義
剛
一
條
見

論
語
類

（
校
3
） 

（
5
）

。
］

（
校
1
）
「
箇
」
、
楠
本
本
「
个
」
に
作
る
。　

（
校
2
）
「
見
識
」
、
楠
本

本
二
字
を
欠
く
。　

（
校
3
）
「
義
剛
一
條
見
論
語
類
」
、
楠
本
本

無
し
。

※
本
條
に
就
い
て
は
、
大
濱
晧
「
朱
子
の
老
子
觀
」
（
『
神
田
喜
一
郎

98(83)
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賊
章
」p.1

1
8
7

）と
有
る
。
更
に
「
又
問
、
孔
子
惡
郷
原
、
如
老

子
可
謂
郷
原
否
。
曰
、
老
子
不
似
郷
原
。
郷
原
却
尚
在
倫
理

中
行
、
那
老
子
却
是
出
倫
理
之
外
。
它
自
處
得
雖
甚
卑
、
不

好
聲
、
不
好
色
、
又
不
要
官
做
、
然
其
心
却
是
出
於
倫
理
之

外
、
其
説
煞
害
事
。
如
郷
原
、
便
却
只
是
箇
無
見
識
底
好

人
、
未
害
倫
理
在
」
（
『
語
類
』
巻
一
三
六
「
歴
代
三
」p.3

2
4
2

）

と
有
る
。
「義
剛
」
に
就
い
て
は
【
16
】
條
注(

2)

を
参
照
。

【
12
】

老
子
中
有
仙
意

（
1
）

。

　

※　

楠
本
本
は
こ
の
条
無
し
。

〔
訳
〕

老
子
の
教
え
の
中
に
は
「
仙
意
（
神
仙
的
な
考
え
）
」
が
見
ら
れ

る
。

〔
注
〕

（
1
）
明
・
呂　

 

『
朱
子
抄
釋
』
は
「
釋
、
此
恐
非
朱
子
之
語
。
審
有

之
非
所
以
教
後
學
也
」
（
『
朱
子
抄
釋
』
巻
二
）
と
、
こ
の
條
を

朱
熹
の
発
言
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

列
子

【
13
】

莠
、
恐
其
亂
苗
也
。
惡
佞
、
恐
其
亂
義
也
。
惡
利
口
、
恐
其

亂
信
也
。
惡
鄭
聲
、
恐
其
亂
樂
也
。
惡
紫
、
恐
其
亂
朱
也
。

惡
郷
原
、
恐
其
亂
徳
也
。
君
子
反
經
而
已
矣
。
經
正
則
庶
民

興
、
庶
民
興
、
斯
無
邪
慝
矣
」
（
『
孟
子
』
巻
十
四
「
盡
心
下
」

p.1
0
2
9

）と
有
る
。

（
2
） 

「
不
好
聲
、
不
好
色
」
:
『
老
子
』
第
十
二
章
「
五
色
令
人
目

盲
、
五
音
令
人
耳
聾
、
五
味
令
人
口
爽
、
馳
騁
畋
獵
令
人
心

發
狂
、
難
得
之
貨
令
人
行
妨
。
是
以
聖
人
爲
腹
不
爲
目
、
故

去
彼
取
此
」を
踏
ま
え
る
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）
「
倫
理
」
:
『
周
易
』
「
序
卦
第
十
」
の
「
有
天
地
、
然
後
有
萬

物
。
…
有
上
下
、
然
後
有
禮
義
有
所
錯
」
の
韓
康
伯
注
に

「
咸
柔
上
而
剛
下
、
感
應
以
相
與
、
夫
婦
之
象
莫
美
乎
斯
。

人
倫
之
道
、
莫
大
乎
夫
婦
」
（
『
王
弼
集
校
釋
』
所
収
『
周
易

注
』p.5

8
3

）と
有
る
。

（
4
）
「
淳
」:

陳
淳
、
字
は
安
卿
、
号
は
北
渓
。
福
建
省
漳
州
の
人
。

『
北
渓
字
義
』
の
著
が
有
る
。
『
宋
史
』
巻
四
三
〇
、
『
學
案
』
巻

六
十
八
（p.2

2
2
0

）
、
『
補
遺
』
巻
六
十
八
（68.1

a

）
。
『
師
事
』

（p.1
3
4

）
尚
、
『
三
浦
語
類
』
（p.5

8

）
。

（
5
）
「
義
剛
一
條
」
:
「
義
剛
云
、
去
冬
請
問
郷
原
比
老
子
如
何
、

蒙
賜
教
謂
、
老
子
害
倫
理
、
郷
原
却
只
是
箇
無
見
識
底
人
」

（
『
語
類
』
卷
四
十
七
「
論
語
二
十
九　

陽
貨
篇　

郷
原
徳
之
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「
疏
曠
」
の
語
は
『
舊
唐
書
』
に
「
萬
頃
屬
文
敏
速
、
然
性
疏

曠
、
不
拘
細
節
、
無
儒
者
之
風
」
（
『
舊
唐
書
』
巻
一
九
〇
中

「
元
萬
頃
傳
」p.5

0
1
1

。
中
華
書
局
、19

7
5

年
）
と
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
、
む
し
ろ
「
細
か
い
事
に
拘
ら
な
い
」
の
意
と
思
わ

れ
る
。
尚
、
『
漢
語
大
詞
典
』(

漢
語
大
詞
典
出
版
社
、19

9
1

年)

は
「
①
豪
放
、
豁
達
。
②
遠
離
、
遠
隔
。
③
孤
単
寂
寞
。
④

空
闊
、
広
大
、
寛
宏
」
（
第
八
冊
、p.5

0
9

）と
す
る
。

（
3
）
「
方
子
」
:
李
方
子
、
字
は
公
晦
、
邵
武
の
人
。
『
學
案
』

六
十
九
（p.2

2
6
1

）
。
『
師
事
』
（p.2

0
7

）
。

莊
子

【
14
】

「
莊
周
曾
做
秀
才
、
書
都
讀
來
、
所
以
他
説
話
都
説
得
也
是
。

但
不
合
沒
拘
檢

（
1
）

。
便

（
校
1
）

凡
（
校
2
）

百
（
2
）

了
」
。
或
問
、
「
康
節
近
似

莊
周
」
。
曰
、
「
康
節
較
穩
」
。
［
燾

（
3
）

］

（
校
1
）
「
便
」
、
朝
鮮
整
版
は
「　 

」
に
作
る
。　　

（
校
2
）
「
凡
」
、
正

中
書
局
本
は
「
九
」
に
作
る
。

※　

楠
本
本
は
こ
の
条
無
し
。

〔
訳
〕

「
荘
子
も
秀
才
で
あ
っ
て
、
多
く
の
書
を
読
ん
で
い
た
の
で
、
だ
か

ら
彼
の
話
は
み
な
非
常
に
善
く
説
か
れ
て
い
る
。
但
し
、
自
ら
を
律

列
子
平
淡

（
1
）

疏
曠

（
校
1
） 

（
2
）

。
［
方
子

（
3
）

］

（
校
1
）
「
疏
曠
」
、
楠
本
本
「
踈　

 

」
に
作
り
、
朝
鮮
整
版
、
正
中
書

局
本
、
和
刻
本
は
「
疎
曠
」
に
作
る
。

＊
朝
鮮
整
版
は
こ
の
條
は
【
17
】
條
の
後
に
位
置
す
る
。

〔
訳
〕

列
子
の
教
え
は
あ
っ
さ
り
と
し
て
い
て
、
豪
放
で
あ
る
。
（
李
方

子
）

〔
注
〕

（
1
） 

「
平
淡
」
:
「
無
駄
の
無
い
、
あ
っ
さ
り
と
し
た
」
の
意
。
『
語

類
』
に
は
「
論
語
中
、
程
先
生
及
和
靖
説
、
只
於
本
文
添
一

兩
字
、
甚
平
淡
、
然
意
味
深
長
、
須
當
子
細
看
」
（
『
語
類
』
巻

十
九
「
論
語
一
」p.4

4
2

）
と
有
る
。
又
、
「
顏
子
之
樂
平
淡
、

曽
點
之
樂
已
勞
攘
了
」
（
『
語
類
』
巻
三
十
一
「
論
語
十
三
」

p.7
9
8

）
と
、
老
子
を
形
容
す
る
「
勞
攘
」
の
語
と
対
す
る
概
念

と
し
て
も
見
ら
れ
る
。

（
2
） 

「
疏
曠
」
:
「
豪
放
」
の
意
。
『
語
類
』
に
は
、
「
如
子
張
自
説
、

我
之
大
賢
歟
、
於
人
何
所
不
容
。
我
之
不
賢
歟
、
人
將
拒

我
。
如
之
何
其
拒
人
也
。
此
説
話
固
是
好
、
只
是
他
地
位
未

説
得
這
般
話
。
這
是
大
賢
以
上
、
聖
人
之
事
。
他
便
把
來
蓋

人
、
其
疏
曠
多
如
此
」
。
（
『
語
類
』
巻
三
十
九
「
論
語
二
十
一

　

先
進
篇
上　

子
貢
問
師
與
商
也
章
」p.1

0
1
5

）
と
有
る
。

96(85)
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【
15
】

莊
子
比
邵
子
見
較
高
、
氣
較
豪
。
他
是
事
事
識
得
、
又
却
蹴
踏

（1
）

了
、
以
爲
不
足
爲
。
邵
子
却
有
規
矩

（2
）

［方
子
］

〔
訳
〕

荘
子
は
邵
康
節
と
比
べ
る
と
、
そ
の
見
識
は
高
く
、
そ
の
気
風

は
豪
快
で
あ
る
。
荘
子
は
一
つ
一
つ
の
事
柄
を
理
解
し
て
い
る
の
だ

が
、
却
っ
て
そ
れ
ら
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
踏
み
つ
け
て
し
ま
い
、
実
行

す
る
ま
で
も
な
い
と
考
え
て
い
る
の
だ
。
邵
康
節
に
は
む
し
ろ
節
度

が
有
る
。
（
李
方
子
）

〔
注
〕

（
1
）
「
蹴
踏
」
:
「
踏
む
、
踏
み
つ
け
る
」
の
意
。
『
近
代
漢
語
大
詞

典
』
は
「
旱
、
蹬
踏
」
と
し
、
「
我
向
伊
道
、
龍
象
蹴
踏
、
非
驢

所
堪
」
（
『
古
尊
宿
語
録
』
巻
四
「
鎭
州
臨
濟
慧
照
禪
師
語

錄
」
）
等
を
引
く
（p.3

1
9

）
。

（
2
）
本
條
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
「
問
、
程
子
謂
康
節
空
中
樓
閣
。

曰
、
是
四
通
八
達
。
莊
子
比
康
節
亦
髣
髴
相
似
。
然
莊
子
見

較
高
、
氣
較
豪
。
他
是
事
事
識
得
了
、
又
却
蹴
踏
著
、
以
爲

不
足
爲
。
康
節
略
有
規
矩
。
然
其
詩
云
、
賓
朋
莫
怪
無
拘

檢
、
眞
樂
攻
心
不
柰
何
。
不
知
是
何
物
攻
他
心
」
（
『
語
類
』

巻
百
「
邵
子
之
書
」p.2

5
4
3

）と
有
る
。

す
べ
き
で
あ
っ
た
。
何
も
か
も
詰
め
込
ん
で
し
ま
っ
た
」
。
あ
る
者
の

質
問
「
康
節
は
荘
子
に
近
い
で
す
か
」
。
朱
子
「
康
節
の
方
が
や
や

穏
当
だ
」
。
（
呂
燾
）

〔
注
〕

（
1
）
「
拘
檢
」
:
「
自
ら
を
律
す
る
」
の
意
。
「
言
善
不
稱
徳
、
論

功
不
據
實
。
虚
誕
者
獲
譽
、
拘
檢
者
離
毀
」
（
『
後
漢
書
』
巻

六
十
一
「
左
雄
傳
第
五
十
一
」p.2

0
1
7

。
中
華
書
局
、19

8
2

年
）
と
有
る
。
尚
、
『
近
代
漢
語
大
詞
典
』
は
、
「
檢
束
、
約
束
」

と
し
「
柳
相
初
名
載
、
後
改
爲
渾
。
佐
江
西
幕
、
嗜
酒
好
入

廛
市
、
不
事
拘
檢
」
（
『
唐
語
林
』
）を
引
く
（p.9

9
1

）
。

（
2
）
「
凡
百
」
:
「
あ
ら
ゆ
る
、
す
べ
て
、
一
切
」
の
意
。
『
語
類
』
に

は
「
而
今
人
會
説
話
行
動
、
凡
百
皆
是
天
之
明
命
。
人
心
惟

危
、
道
心
惟
微
也
、
也
是
天
之
明
命
」
（
『
語
類
』
巻
十
六
「
大

學
三
」p.3

1
7

）
、
「
若
未
盡
己
之
心
而
不
違
於
物
、
則
是
不
忠

信
。
凡
百
處
事
接
物
、
皆
是
不
情
實
、
且
謾
爲
之
」
（
『
語
類
』

巻
二
十
一
「
論
語
三
」p.5

0
3

）
、
「
亦
有
通
書
解
、
無
數
凡
百

説
話
」
（
『
同
』
巻
九
十
四
「
周
子
之
書
」p.2

3
8
9

）と
有
る
。

（
3
）
「
燾
」
:
呂
燾
、
字
は
徳
昭
、
南
康
の
人
。
『
補
遺
』
巻
六
十
九

（69.1
6
3
a

）
、
『
師
事
』
（p.2

8
9

）
。
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（
1
）
「
李
夢
先
」
:
詳
細
不
明
。
『
語
類
』
に
は
「
李
夢
先
問
情
意
之

別
。
曰
、
情
是
會
做
底
、
意
是
去
百
般
計
較
做
底
。
意
因
有

是
情
而
後
用
」
（
『
語
類
』
巻
五
「
性
理
二　

性
情
心
意
等
名

義
」p.9

6

）と
有
る
。

（
2
）
「
義
剛
」
:
黄
義
剛
、
字
は
毅
然
、
臨
川
の
人
。
『
學
案
』

巻
六
十
九
（p.2

3
2
1

）
、
『
師
事
』
（p.2

3
4

）
。
「
夒
孫
」:

林
夒

孫
、
字
は
子
武
、
福
州
古
田
県
の
人
。
『
學
案
』
巻
六
十
九

（p.2
2
7
4

）
、
『
師
事
』
（p.2

4
0

）
。

【
17
】

問
、
「
孟
子
與
莊
子
同
時
否
」
。
曰
、
「
莊
子
後
得
幾
年
、
然
亦

不
爭
多

（
1
）

」
。
或
云
、
「
莊
子
都
不
説
著

（
校
1
）

孟
子
一
句
」
。
曰
、

「
孟
子
平
生
足
跡
只

（
校
2
）

齊
、
魯
、
滕
、
宋
、
大
梁
之
間
、
不
曾
過

大
梁
之
南

（
2
）

。
莊
子
自
是
楚
人
、
想
見
聲
聞
不
相
接
。
大
抵

（
3
）

楚

地
便

（
校
3
）

多
有
此
樣
差
異
底
人
物
學
問
、
所
以
孟
子
説
陳
良
云

云 

（
4
）

」
。
曰

（
校
4
）

、
「
如
今
看
許
行
之
説
如
此
鄙
陋

（
5
）

、
當
時
亦
有

數
十
百
人
從
他
、
是
如
何
」
。
曰
、
「
不
特
此
也
、
如
莊
子
書
中
説

惠
施
、
鄧
析
之
徒

（
6
）

、
與
夫
『
堅
白
異
同
』
之
論

（
7
）

［
歴
擧
其

説
（
校
5
）

］
、
是
甚
麽
學
問
。
然
亦
自
名
家
」
。
或
云
、
「
他
恐
是
借

此
以
顯
理
」
。
曰
、
「
便

（
校
3
）

是
禪
家
要
如
此
。
凡
事
須
要
倒
説
、

如
所
謂
『
不
管
夜
行
、
投
明
要
到
』（

8
）

、
如
『
人
上
樹
、
口
銜

（
校
6
）

樹

【
16
】

李
夢
先

（
1
）

問
、
「
莊
子
、
孟
子
同
時
、
何
不

（
校
1
）

一
相
遇
。
又
不

聞
相
道
及
、
［
林
作
、
『
其
書
亦
不
相
及
』
］
如
何

（
校
2
）

」
。
曰

（
校
3
）

、

「
莊
子
當
時
也
無
人
宗
之
、
他
只

（
校
4
）

在
僻
處
自
説
、
然
亦
止
是

楊
朱
之
學

（
校
5
）

。
但
楊
氏
説
得
大
了
、
故
孟
子
力
排
之
」
。
［
義

剛
、
夒
孫
同

（
校
6
） 

（
2
）

］

（
校
1
）
「
不
」
、
楠
本
本
「
不
曾
」
に
作
る
。　

（
校
2
）
「
如
何
」
、
楠

本
本
「
是
如
何
」
に
作
る
。　

（
校
3
）
「
曰
」
、
楠
本
本
「
先
生
曰
」

に
作
る
。　

（
校
4
）
「
只
」
、
楠
本
本
「
只
是
」
に
作
る
。　

（
校
5
）

「
學
」
、
楠
本
本
は
「
徒
」
に
作
る
。　

（
校
6
）
「
但
楊
氏
説
得
大

了
、
故
孟
子
力
排
之
。　

義
剛
、
夒
孫
同
」
、
楠
本
本
無
し
。

〔
訳
〕

李
夢
先
の
質
問
「
荘
子
と
孟
子
は
同
時
代
で
あ
る
の
に
、
何
故

一
度
も
出
会
わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
又
、
互
い
に
言
及
し
合
っ

て
い
な
い
の
は
［
林
夒
孫
の
記
録
で
は
『
そ
の
著
述
で
互
い
に
言
及
し

て
い
な
い
』
と
な
っ
て
い
る
］
、
何
故
で
し
ょ
う
か
」
。
朱
子
「
荘
子
は
、

当
時
に
在
っ
て
も
彼
の
教
え
を
信
奉
す
る
者
は
お
ら
ず
、
彼
は
世

間
を
避
け
た
所
で
自
説
を
述
べ
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
又
、
そ
の
教
え

は
楊
朱
の
学
問
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。
但
し
、
楊
朱
は
大
い
に
自

説
を
陳
べ
て
い
た
の
で
、
孟
子
は
極
力
そ
れ
を
退
け
よ
う
と
し
た
の

だ
」
。
（
黄
義
剛
の
記
録
。
林
夒
孫
の
記
録
も
同
じ
）
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梁
の
南
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
荘
子
は
も
ち
ろ
ん
楚
人
で

あ
り
、
た
と
え
会
い
た
い
と
思
っ
た
と
し
て
も
、
評
判
が
届
く
こ
と

は
な
か
っ
た
の
だ
。
要
す
る
に
、
楚
の
地
に
は
、
こ
の
様
に
様
々
な

人
々
や
学
問
が
多
く
有
り
、
だ
か
ら
孟
子
は
『
陳
良
…
』
な
ど
と

言
っ
て
い
る
の
だ
」
。
質
問
「
今
、
許
行
の
説
を
見
て
み
る
と
、
こ
ん

な
に
も
浅
薄
な
も
の
で
あ
る
の
に
、
当
時
に
於
い
て
多
く
の
人
々
が

彼
に
従
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
何
故
で
す
か
」
。
朱
子
「
そ
れ
は
許
行

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。
荘
子
が
著
述
の
中
で
述
べ
て
い
る
惠

施
、
鄧
析
の
徒
や
、
あ
の
”

堅
白
異
同

“
の
論
な
ど
は
（
そ
の
説
を
列

挙
し
て
い
る
）
、
こ
れ
ら
が
ど
ん
な
学
問
だ
と
言
う
の
か
。
し
か
し
、

自
ら
”

～
家

“
と
称
し
て
い
る
で
は
な
い
か
」
。
或
る
者
「
荘
子
は
恐

ら
く
は
こ
れ
ら
の
説
を
用
い
て
そ
の
道
理
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し

た
の
で
す
か
」
。
朱
子
「
そ
れ
は
禅
宗
は
そ
の
様
に
し
よ
う
と
し
た
の

だ
。
必
ず
全
て
逆
説
的
に
言
お
う
と
し
て
い
る
も
の
で
、
『
夜
間
外

出
は
許
さ
な
い
が
、
明
け
方
に
は
戻
る
こ
と
』
、
『
人
が
樹
に
登
り
、

口
は
樹
の
枝
を
銜
え
、
手
足
は
中
に
浮
い
て
い
た
状
態
で
、
さ
あ
話

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ぞ
』
等
は
、
み
な
こ
の
意
味
で
あ
る
」
。
輔

廣
「
『
資
治
通
鑑
』
に
孔
子
順
が
公
孫
龍
と
弁
論
し
た
数
話
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
好
い
よ
う
で
す
」
。
朱
子
「
こ
れ
は

『
孔
叢
子
』
に
基
づ
く
も
の
で
、
そ
の
他
の
話
は
そ
う
で
は
な
い
。
『
孔

叢
子
』
は
後
漢
の
人
の
撰
述
に
違
い
な
い
。
も
し
こ
れ
が
古
い
書
物

枝
、
手
足
懸
空
、
却
要
答
話
』（

9
）

、
皆
是
此
意
」
。
廣
云
、
「
通
鑑
中

載
孔
子
順
與
公
孫
龍
辯
説
數
話

（
校
7
）
（
10
）

、
似
好
」
。
曰
、
「
此
出
在

孔
叢
子

（
11
）

、
其
他
説
話
又
不
如
此
。
此
書
必
是
後
漢
時
人
撰
者
。

若
是
古
書
、
前
漢
時
又
都
不
見
説
是
如
何
。
其
中
所
載
孔
安
國

書
之
類

（
12
）

、
其
氣
象
萎
薾

（
校
8
）

、
都
不
似
西
京
時
文
章
」
。
［
廣
］

（
校
1
）
「
著
」
、
楠
本
本
、
和
刻
本
、
正
中
書
局
本
は
「
着
」
に
作

る
。　

（
校
2
）
「
只
」
、
楠
本
本
は
「
只
在
」
に
作
る
。　

（
校
3
）

「
便
」
、
朝
鮮
整
版
は
「　 

」
に
作
る
。　

（
校
4
）
「
云
云
、
曰
」
、

楠
本
本
は
「
曰
、
陳
良
、
楚
産
也
。
悦
周
公
仲
尼
之
道
、
北
學

于
中
國
。
廣
云
」
に
作
る
。
こ
れ
と
同
内
容
は
【
19
】
に
見
ら
れ

る
。　

（
校
5
）
「
歴
擧
其
説
」
、
楠
本
本
は
地
の
文
に
作
る
。　

（
校
6
）
「
銜
」
、
和
刻
本
は
「
啣
」
に
作
り
、
楠
本
本
、
朝
鮮
整

版
、
正
中
書
局
本
は
「　 

」
に
作
る
。　

（
校
7
）
「
話
」
、
楠
本
本
、

朝
鮮
整
版
、
正
中
書
局
本
は
「
衘
」
に
作
る
。　

（
校
8
）
底
本
は

「
『
薾
』
、
似
當
作
『　 

』
。
陳
本
『　 

』
。
」
と
注
釈
し
、
楠
本
本
は

「　 

」
に
作
り
、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
は
「　 

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

質
問
「
孟
子
と
荘
子
は
同
時
代
で
す
か
」
。
朱
子
「
荘
子
が
数
年

遅
れ
る
が
、
そ
れ
程
隔
た
っ
て
は
い
な
い
」
。
或
る
者
「
荘
子
は
孟
子

に
つ
い
て
は
一
言
も
言
及
し
て
い
ま
せ
ん
」
。
朱
子
「
孟
子
は
そ
の
生

涯
で
斉
、
魯
、
滕
、
宋
、
大
梁
の
間
を
遊
説
し
た
だ
け
で
あ
り
、
大
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（
3
）
「
大
抵
」
:
「
よ
う
す
る
に
」
の
意
。
『
語
類
』
に
は
「
大
抵
鬼
神

用
生
物
祭
者
、
皆
是
假
此
生
氣
爲
靈
」
（
『
語
類
』
巻
三
「
鬼

神
」p.5

4

）
等
と
み
ら
れ
る
。
王
鍈
著
『
唐
宋
筆
記
語
辭
匯
釋
』

（
中
華
書
局
、20

0
1

年
）
は
「
大
抵
、
猶
言
”

總
之

“
」
（p.3

3

）
と

し
、
『
近
代
漢
語
大
詞
典
』
は
「
總
之
、
主
要
」
（p.3

6
8

）
と
す

る
。

（
4
）
「
孟
子
説
陳
良
云
云
」
:
『
孟
子
』
に
「
吾
聞
用
夏
變
夷
者
、

未
聞
變
於
夷
者
也
。
陳
良
楚
産
也
、
悦
周
公
仲
尼
之
道
、
北

學
於
中
國
。
北
方
之
學
者
、
未
能
或
之
先
也
。
彼
所
謂
豪
傑

之
士
也
。
子
之
兄
弟
事
之
數
十
年
、
師
死
而
遂
倍
之
。
［
趙

岐
注:

陳
良
生
於
楚
、
北
游
中
國
、
學
者
不
能
有
先
之
者

也
。
可
謂
豪
傑
過
人
之
士
也
。
子
之
兄
弟
、
謂
陳
相
、
陳
辛

也
。
數
十
年
師
事
陳
良
、
良
死
而
倍
之
、
更
學
於
許
行
、
非

之
也
］
（
『
孟
子
』
「
滕
文
公
上
」p.3

9
3

）と
有
る
。

（
5
）
「
許
行
」
:
『
孟
子
』
に
「
有
爲
神
農
之
言
者
許
行
、
自
楚
之

滕
、
踵
門
而
告
文
公
曰
、
遠
方
之
人
、
聞
君
行
仁
政
、
願
受

一
廛
而
爲
氓
。
文
公
與
之
處
、
其
徒
數
十
人
、
皆
衣
褐
、　 

屨
織
席
以
爲
食
。
陳
良
之
徒
陳
相
、
與
其
弟
辛
、
負
耒
耜
、

而
自
宋
之
滕
曰
、
聞
君
行
聖
人
之
政
、
是
亦
聖
人
也
。
願
爲

聖
人
氓
。
陳
相
見
許
行
而
大
悦
、
盡
棄
其
學
而
學
焉
」
（
『
孟

子
』
「
滕
文
公
上
」p.3

6
5

）と
有
る
。

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
前
漢
の
時
に
こ
れ
ら
の
話
が
全
く
見
ら

れ
な
い
の
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
。
『
孔
叢
子
』
が
記
載
す
る
孔
安

国
の
書
な
ど
は
、
そ
の
気
風
は
枯
れ
萎
れ
て
い
て
、
全
く
前
漢
の
時

の
文
章
ら
し
く
な
い
」
。
（
輔
広
）

〔
注
〕

（
1
）
「
不
爭
」
:
「
へ
だ
た
り
が
な
い
、
差
が
な
い
」
の
意
。
『
語
類
』

に
は
「
曰
、
顔
子
去
聖
人
不
爭
多
、
止
隔
一
膜
、
所
謂
於
吾

言
無
所
不
説
」 
（
『
語
類
』
巻
二
十
四
「
論
語　

六
」p.5

6
9

）
、

「
問
、
孔
子
答
顔
淵
仲
弓
問
仁
處
、
旨
同
否
。
曰
、
不
爭

多
、
大
概
也
相
似
」
（
『
語
類
』
巻
四
十
二
「
論
語　

二
十
四
」

p.1
0
7
4

）
、
「
伊
川
説
海
漚
一
段
、
與
横
渠
水
冰
説
不
爭
多
」

（
『
語
類
』
巻
九
十
七
「
程
子
之
書　

三
」p.2

4
8
3

）
等
と
有
る
。

『
宋
元
語
言
詞
典
』
は
「
不
相
差
」
（p.1

3
1

）
と
し
、
『
田
中
』
は

「
爭
」
を
「
へ
だ
た
り
、
差
の
あ
る
こ
と
」
（p.8

5
）
と
し
袁
賓
編

著
、
『
禪
宗
著
作
詞
語
匯
釋
』
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、19

9
0

年
）
は
、
「
”

不
爭
多

“
也
是
差
不
多
的
意
思
」
（p.1

6

）
と
、
「
不

爭
多
」で
熟
語
と
す
る
。

（
2
）
「
孟
子
平
生
足
跡
只
齊
、
魯
、
滕
、
宋
、
大
梁
之
間
、
不
曾
過

大
梁
之
南
」
:
『
孟
子
』
の
内
容
に
依
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
尚
、

武
内
義
雄
「
孟
子
に
つ
い
て
」
「
孟
子
遊
歴
年
表
」
（
小
林
勝
人

訳
注
『
孟
子
』
（
下
）
所
収
。
岩
波
文
庫
、20

0
0

年
版
）
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【
19
】
條
に
依
れ
ば
、
公
孫
龍
子
の
「
堅
白
同
異
」を
意
味
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）
「
不
管
夜
行
、
投
明
要
到
」
:
「
趙
州
落
後
到
投
子
、
便
問
、

死
中
得
活
時
如
何
。
師
云
、
不
許
夜
行
、
投
明
須
到
」
（
孫

昌
武
、
衣
川
賢
次
、
西
口
芳
男
校
点
、
中
國
佛
教
典
籍
選

刊
『
祖
堂
集
』
巻
六
「
投
子
和
尚
」p.2

8
3

。
中
華
書
局
、20

0
7

年
）
、
「
問
、
百
了
千
當
時
如
何
。
師
曰
、
不
許
夜
行
、
投
明

須
到
」
（
『
景
徳
傳
燈
録
』
巻
十
三
。T

5
1
,3

0
3
b

）
と
有
る
。

又
、
『
大
慧
普
覺
禪
師
法
語
』
（T4

7

、89
6
a

）
に
も
見
ら
れ

る
。

（
9
）
「
人
上
樹
、
〜
却
要
答
話
」
:
「
師
問
僧
、
如
人
在
高
樹
上
、

口
銜
樹
枝
、
脚
下
踏
樹
、
手
不
攀
枝
、
下
有
人
問
、
如
何

是
西
來
意
。
又
須
向
伊
道
、
若
道
又
被
撲
殺
、
不
道
違
於

他
問
。
汝
此
時
作
摩
生
指
他
、
自
免
喪
身
失
命
」
（
『
祖
堂

集
』
巻
十
九
「
香
巌
和
尚
」p.8

2
9

）
、
「
一
日
謂
衆
曰
、
如
人

在
千
尺
懸
崖
、
口
銜
樹
枝
、
脚
無
所
蹋
、
手
無
所
攀
。
忽
有

人
問
如
何
是
西
來
意
。
若
開
口
答
即
喪
身
失
命
。
若
不
答

又
違
他
所
問
。
當
恁
麽
時
糴
麽
生
」
（
『
景
徳
傳
燈
録
』
巻

十
一
。T5

1,2
8
4
b

）
と
有
る
。
又
、
『
大
慧
普
覺
禪
師
法
語
』

（T4
7,8

2
7
b

）
に
も
見
ら
れ
る
。

（
10
）
「
孔
子
順
」
:
孔
子
八
世
子
孫
。
だ
が
、
『
資
治
通
鑑
』
が
記

（
6
）
「
莊
子
書
中
説
惠
施
、
鄧
析
之
徒
」
:
『
漢
書
』
「
藝
文
志
」
に

は
「
惠
子
一
篇
」
「
鄧
析
二
篇
」
と
有
る
。
「
惠
施
」
の
名
は
『
莊

子
』
「
雜
篇
」
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
「
鄧
析
」
の
名
は
『
莊
子
』

に
は
見
ら
れ
な
い
。
『
列
子
』
「
仲
尼
」
「
力
命
」
「
楊
朱
」
に
は

「鄧
析
」
の
名
は
見
ら
れ
る
が
、
「
惠
子
」
の
名
は
無
い
。
両
者
の

名
が
並
ん
で
登
場
す
る
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
『
荀
子
』
「
非

十
二
子
」
「
不
苟
篇
」
「
儒
效
篇
」
等
が
有
る
。
尚
、
『
莊
子
』

「
天
下
篇
」
に
は
、
「
相
里
勤
之
弟
子
、
五
侯
之
徒
、
南
方
之

墨
者
、
苦
獲
、
己
齒
、
鄧
陵
子
之
屬
、
倶
誦
墨
經
、
而
倍
譎

不
同
、
相
謂
別
墨
、
以
堅
白
同
異
之
辯
相
訾
、
以
觭
偶
不
件

之
辭
相
應
。
以
巨
子
爲
聖
人
、
皆
願
爲
之
尸
、
冀
得
爲
其
後

世
、
至
今
不
決
」
（
『
莊
子
集
解
』p.2

9
0

）
と
、
詭
弁
を
用
い
て

互
い
に
批
判
し
合
う
墨
者
の
中
に
「
鄧
陵
子
」
な
る
者
が
い
た

と
さ
れ
て
い
る
。

（
7
） 

「
堅
白
異
同
之
論
」
:
『
莊
子
』
「
齊
物
論
」
は
惠
施
を
称
し

て
「
彼
非
所
明
而
明
之
、
故
以
堅
白
之
昧
終
、
而
其
子
又
以

文
之
綸
終
、
身
終
無
成
」
（
『
莊
子
集
解
』p.1

8

）
と
言
い
、
「
徳

充
符
」
は
「
天
選
子
之
形
、
子
以
堅
白
鳴
」
（
『
同
』p.5

4

）
と

批
判
し
て
い
る
。
又
、
惠
施
の
「
異
同
」
は
『
莊
子
』
「
天
下
篇
」

の
後
半
部
分
に
見
ら
れ
る
。
和
刻
本
は
「
堅
白
異
同
」
を
『
莊

子
』
に
見
ら
れ
る
惠
施
の
説
と
し
て
訓
読
し
て
い
る
が
、
本
巻
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る
も
の
は
、
『
尚
書
』
巻
二
「
舜
典
」
の
「
納
于
大
麓
、
烈
風
雷

雨
弗
迷
」
に
対
す
る
「
傳
」
に
「
麓
、
録
也
。
納
舜
、
使
大
録
萬

機
之
政
、
陰
陽
和
、
風
雨
時
、
各
以
其
節
、
不
有
迷
錯
愆
。

伏
明
舜
之
徳
合
於
天
」と
有
る
の
と
一
致
す
る
。

録
す
る
公
孫
龍
と
論
争
し
た
人
物
は
七
世
孔
穿
で
あ
っ
て
孔

子
順
で
は
な
い
。
「
趙
王
封
其
弟
爲
平
原
君
。
平
原
君
好
士
，

食
客
嘗
數
千
人
。
有
公
孫
龍
者
、
善
爲
堅
白
同
異
之
辯
、
平

原
君
客
之
。
孔
穿
自
魯
適
趙
、
與
公
孫
龍
論
臧
三
耳
、
龍
甚

辯
析
。
子
高
弗
應
、
俄
而
辭
出
、
明
日
復
見
平
原
君
。
平
原

君
曰
、
疇
昔
公
孫
之
言
信
辯
也
、
先
生
以
爲
何
如
。
對
曰
、

然
。
幾
能
令
臧
三
耳
矣
。
雖
然
、
實
難
。
僕
願
得
又
問
於

君
、
今
謂
三
耳
甚
難
而
實
非
也
、
謂
兩
耳
甚
易
而
實
是
也
、

不
知
君
將
從
易
而
是
者
乎
、
其
亦
從
難
而
非
者
乎
。
平
原

君
無
以
應
。
明
日
、
謂
公
孫
龍
曰
、
公
無
復
與
孔
子
高
辯
事

也
。
其
人
理
勝
於
辭
、
公
辭
勝
於
理
、
終
必
受
詘
」
（
『
資
治

通
鑑
』
巻
三
「
周
紀
三　

赧
王
十
七
年
」p.1

1
4

。
中
華
書
局
、

1
9
8
7

年
）と
有
る
。

（
11
）
「
此
出
在
孔
叢
子
」
:
『
孔
叢
子
』
「
公
孫
龍
第
十
一
」
に
見
ら

れ
る
。

（
12
）
「
其
中
所
載
孔
安
國
書
之
類
」
:
例
え
ば
、
『
孔
叢
子
』
に
「
宰

我
問
書
云
、
納
于
大
麓
、
烈
風
雷
雨
弗
迷
、
何
謂
也
。
孔
子

曰
、
此
言
人
事
之
應
乎
天
也
。
堯
既
得
舜
、
歴
試
諸
難
已
。

而
納
之
于
尊
顯
之
官
、
使
大
録
萬
機
之
政
。
是
故
陰
陽
清

和
、
五
星
不
悖
烈
、
風
雨
各
以
其
應
、
不
有
迷
錯
愆
。
伏
明

舜
之
行
合
于
天
也
」
（
『
孔
叢
子
』
「
論
書
第
二
」
）
と
見
ら
れ
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